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【公共施設等総合管理計画の記載にあたっての前提】 

①端数処理について 

本計画で取り扱う数値は、金額については単位未満で切り捨て、延床面積等については単位未

満で四捨五入の端数処理を基本としているため、表記される合計は一致しない場合があります。 

②調査時点について 

本計画に実績値を掲載する場合、数値は、2015（平成 27）年４月１日時点を基本としています

が、それ以外の情報を利用する場合は、その旨を記載しています。 

③整備年について 

本計画に記載している整備年については、設置年度を記載しています。 
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はじめに 

 

佐渡市は、2004（平成 16）年３月に両津市、相川町、佐和田町、金井町、新穂村、畑野町、真

野町、小木町、羽茂町、赤泊村の 10 市町村の合併により誕生しました。 

新潟県西部に位置し、日本海に囲まれた一島一市の自治体となっています。総面積は 855.34 ㎢

で新潟県全体の 6.8％を占めています。 

市内における公共施設については、合併前に整備されたものをそのまま引き継いでいることか

ら、県内自治体及び類似団体の中でも市民一人あたりの公共施設延床面積が突出して多くなって

いるほか、施設機能の重複が数多くみられます。さらに、広大な市域をカバーする道路や橋梁、

トンネル、上下水道、情報通信ケーブル、漁港など、数多くのインフラも保有しています。 

これらの施設を維持管理していくためには多くの経費が必要となり、市の財政圧迫につながる

ことから、これまで佐渡市では、2012（平成 24）年 12月に「公共施設見直し手順書」を策定し、

公共施設の見直しの進め方やその手順等について取りまとめてきました。 

また、2013（平成 25）年 12 月には、「佐渡市将来ビジョン」を変更し、将来の財政計画等につ

いて展望を整理し、施設の統廃合や複合化を進めてきましたが、県内自治体や類似団体と比較す

ると、市民一人あたりの延床面積は大きく、今後も引き続き統廃合や複合化を進めていかなけれ

ばならない状況にあります。 

さらに佐渡市においては、今後も人口減少や少子高齢化の進行が想定され、市民ニーズの変化

などによる公共施設の利用状況の変化や、市町村合併に伴う財政的な特例の終了などもあり、佐

渡市の公共施設等を取り巻く情勢は今まで以上に厳しいものとなることが想定されます。 

このため、公共施設の維持管理においても、更なる中長期的な展望も視野に入れ、集約化や複

合化を進めながら、効果的かつ効率的な施設運営を行うための総合的かつ計画的な施設の維持管

理計画の策定が必要となっています。 

また、現在の公共施設の多くは、高度経済成長期の社会変化に対応するために整備されたもの

が多く、その老朽化対策が大きな課題となっており、国においても地方公共団体に対して、公共

施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するため、「公共施設等総合管理計画」の策定に取り組む

ことを要請しています。 

これらのことから、これまで策定した「公共施設見直し手順書」や「佐渡市将来ビジョン」を

はじめとした各種計画をふまえ、市内の公共施設等の全ての現状を把握するとともに、適正な管

理や有効な活用を今後も図っていくため、『佐渡市公共施設等総合管理計画』を策定するものです。 
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第１章 計画の概要 

１．市の地域区分 

佐渡市公共施設等総合管理計画（以下「本計画」という。）では、合併前の旧市町村を「地

域」と捉え、両津、相川、佐和田、金井、新穂、畑野、真野、小木、羽茂、赤泊の 10 地域に

区分して、公共施設等の整理を行います。 

 

２．計画の位置付け 

国では、2013（平成 25）年 11月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、「安全で強靭

なインフラシステムの構築」や「総合的・一体的なインフラマネジメントの実現」等を目指

すべき姿と定めています。また、全国において公共施設等の老朽化対策が大きな課題となっ

ており、国は地方公共団体に対して、公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するよう

求めています。本市においては、この主旨に沿って本計画を策定することとします。 

一方、市では 2012（平成 24）年 12 月に「公共施設見直し手順書」を策定し、適切な公共

施設等の管理に向けた取組を行っており、今後、本計画をふまえた「公共施設等の個別施設

計画」を策定することとしています。 

 

図 1 本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

※：インフラ･･･インフラストラクチャーの略。国民生活や社会経済活動に必要な公共施設で道路・鉄道・港湾・

空港等の産業基盤、上下水道・公園・学校等の生活基盤、治山治水といった国土保全のための基盤、その

他の国土、都市や農山漁村を形成するものの総称。本計画においては、道路、橋梁、トンネル、上水道、下

水道、情報通信ケーブル、漁港を指す。 

国 

将来ビジョン「2013(H25).12」 国土強靭化基本計画 

市公共施設等総合管理計画 

インフラ施設の個別計画 

インフラ長寿命化基本計画 

固定資産台帳 

公共施設の個別施設計画 
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３．公共施設等の状況 

（１）公共施設及び敷地面積の概況 

①公共施設 

本計画の対象とする公共施設について、「公共施設見直し手順書」に示される財産分類を

基本に集計・整理した一覧は以下のとおりです。 

 

 

表 1 公共施設一覧表 

財産分類 
（中） 

財産分類 
（小） 

財産分類 
（細） 

施設数 
(件) 

敷地面積 
（㎡） 

建物数 
（棟） 

施設（棟）延 
床面積（㎡） 

公園等 

都市公園 
近隣公園 17 214,028.5 16 654.6 

運動公園 3 163,022.0 7 258.8 

その他の公園 

児童遊園 7 7,354.7 0 0.0 

農村公園 24 106,621.4 15 1,230.1 

漁村公園 13 46,486.0 9 258.4 

その他の公園 21 581,384.1 31 1,689.3 

住宅等 
公営住宅等 公営住宅 70 228,871.2 432 60,528.7 

専用住宅等 職員住宅 24 15,014.1 37 5,535.1 

民生関連

施設 

児童福祉施設 

常設保育所 23 59,160.8 29 16,708.5 

母子生活支援施設 1 946.0 1 616.1 

へき地保育所 3 3,302.0 3 653.0 

児童館 2 1,924.5 2 437.2 

学童保育施設 11 1,347.9 4 590.2 

その他児童福祉施設 4 36.3 1 36.3 

老人福祉施設 

養護老人ホーム 1 5,672.9 9 2,808.8 

特別養護老人ホーム 1 2,923.3 1 3,183.8 

軽費老人ホーム 1 5,568.0 3 1,539.8 

老人デイサービスセンター 1 0.0 1 380.4 

その他老人福祉施設 1 1,652.8 1 3,480.4 

障がい福祉施設 障がい福祉施設 2 3,357.0 2 454.6 

保養施設 保養施設 3 9,644.2 3 3,601.9 

環境衛生

施設 

保健衛生施設 
保健センター 5 6,371.6 7 2,361.2 

斎場 5 19,895.1 8 2,534.2 

清掃施設 廃棄物処理施設 16 141,259.3 19 19,619.2 

診療施設 診療施設 
病院 2 16,378.7 2 11,304.0 

診療所 3 2,635.7 3 494.0 

産業関連

施設 

農業施設 農業生産施設 20 2,614,833.1 21 4,180.2 

水産施設 
漁業生産施設 4 12,443.0 21 3,984.4 

漁港 27 275,868.0 0 0.0 

商工施設 商工施設 3 4,035.9 3 1,050.6 

観光施設 

海水浴場施設 12 7,676.3 22 1,927.0 

キャンプ場 6 102,508.4 25 1,190.7 

観光案内所 3 11,536.5 3 3,481.6 

休憩所 5 48.1 6 182.6 

会館等 会館等 

文化会館 2 54,394.0 3 8,959.3 

集会施設 22 78,189.7 29 26,620.3 

地区集会施設 51 47,201.4 51 11,728.4 
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財産分類 
（中） 

財産分類 
（小） 

財産分類 
（細） 

施設数 
(件) 

敷地面積 
（㎡） 

建物数 
（棟） 

施設（棟）延 
床面積（㎡） 

教育関連

施設 

幼稚園・小・中学

校 

幼稚園 3 6,583.0 5 1,332.4 

小学校 24 329,097.0 134 112,101.6 

中学校 13 255,209.0 36 61,043.4 

その他教育関連

施設 

教育指導施設 2 0.0 1 246.8 

スクールバス待合所 7 23,959.5 7 50.3 

学校給食施設 8 32,894.0 11 5,094.0 

社会教育

関連施設 
社会教育施設 

公民館 1 17,607.0 2 2,336.8 

勤労青少年ホーム 1 11,001.5 1 850.5 

博物館等 13 107,500.9 42 13,101.6 

図書館 10 4,697.8 4 2,144.0 

体験実習施設 3 39,598.6 14 2,403.8 

資料庫 5 17,741.7 11 3,093.3 

保健体育

施設 
体育施設 

体育館 9 63,298.9 10 26,501.3 

陸上競技場 2 32,878.7 2 402.9 

野球場 4 70,378.0 8 788.4 

プール 4 23,630.0 4 2,165.2 

テニスコート 8 24,159.0 3 106.8 

ゲートボール場 13 23,524.0 6 3,232.9 

武道館 2 3,482.0 2 1,601.7 

グラウンド 2 23,351.0 3 137.6 

スキー場 1 106,879.0 2 203.2 

複合施設等 9 79,734.9 15 5,187.2 

その他体育施設 5 13,781.8 5 1,087.6 

消防施設 消防施設 
消防庁舎 7 18,882.5 16 9,526.6 

車庫（格納庫） 111 3,903.3 112 2,561.7 

その他の

施設 

庁舎等 

本庁舎 2 26,541.8 6 4,952.7 

支所 3 31,350.9 7 8,995.5 

出張所等 10 47,324.6 24 12,707.3 

その他の施設 

車庫・倉庫等 28 30,533.6 31 2,945.9 

公衆便所 27 6,014.2 28 701.8 

駐車場等 14 34,592.7 1 7.9 

宿泊施設 4 31,714.6 13 7,358.9 

バス待合所 11 890.0 11 164.8 

その他の施設 9 30,969.1 10 1,789.6 

総合計 794 6,427,296.8 1,417 501,189.2 

※：複合施設の場合は、それぞれの財産分類毎に施設数を計上しています。 

※：複合・併設施設で、敷地や棟をそれぞれの財産分類毎に区分できないものは、代表施設の敷地面積、建物数及

び施設（棟）延床面積に計上しています。 



5 
 

公園等

1,118,896.7㎡(17.4%)

住宅等

243,885.3㎡(3.8%)

民生関連施設

95,535.7㎡(1.5%)

環境衛生施設

167,525.9㎡(2.6%)

診療施設

19,014.4㎡(0.3%)

産業関連施設

3,028,949.3㎡(47.1%)

会館等

179,785.1㎡(2.8%)

教育関連施設

647,742.5㎡(10.1%)

社会教育関連施設

198,147.5㎡(3.1%)

保健体育施設

465,097.3㎡(7.2%)

消防施設

22,785.7㎡(0.4%)

その他の施設

239,931.5㎡(3.7%)

敷地面積

6,427,296.8 ㎡

公園等

4,091.3㎡(0.8%)

住宅等

66,063.8㎡(13.2%)

民生関連施設

34,490.9㎡(6.9%)

環境衛生施設

24,514.5㎡(4.9%)

診療施設

11,798.1㎡(2.4%)

産業関連施設

15,997.0㎡(3.2%)

会館等

47,308.0㎡(9.4%)
教育関連施設

179,868.4㎡(35.9%)

社会教育関連施設

23,930.0㎡(4.8%)

保健体育施設

41,414.7㎡(8.3%)

消防施設

12,088.3㎡(2.4%)

その他の施設

39,624.2㎡(7.9%)

延床面積

501,189.2 ㎡

延床面積

501,189.2 ㎡

延床面積

501,189.2 ㎡

延床面積

501,189.2 ㎡

本市が保有する公共施設の総延床面積は、2015（平成 27）年度当初で 50万㎡余りとなっ

ています。その内訳は、学校などの教育関連施設が 35.9％と最も多く占めており、次いで、

住宅等の 13.2％、会館等の 9.4％、保健体育施設の 8.3％の順となっています。 

 

図 2 財産分類別延床面積の内訳（中分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②土地の概況 

 本市が所有する公共施設の敷地面積は、642 万㎡余りとなっています。その内訳は、産業

関連施設が 47.1％と最も多く占めており、次いで、公園等の 17.4％、教育関連施設の 10.1％、

保健体育施設の 7.2％の順となっています。 

 

図 3 財産分類別敷地面積の内訳（中分類） 
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 敷地面積全体に対する有償借地の割合をみると、中分類で有償の割合が高い施設は、社

会教育施設や環境衛生施設、産業関連施設、保健体育施設、民生関連施設です。小分類で

は、商工施設、専用住宅等、社会教育施設、清掃施設の順となっています。 

 

図 4 財産分類別の敷地面積に対する有償借地面積の割合(中分類) 

 

図 5 財産分類別の敷地面積に対する有償借地面積の割合(小分類) 
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 地域別に有償借地の割合をみると、真野地域、小木地域の順に多く、新穂地域、羽茂地

域、畑野地域がこれに続きます。 

 

図 6 地域別の敷地面積に対する有償借地面積の割合 
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（２）自治体との比較 

①県内自治体との比較 

１）人口に対する延床面積の比較 

総務省が公表する「公共施設状況調」及び「住民基本台帳人口」のデータを使用し、本市

の人口に対する公共施設（行政財産）の総延床面積を県内自治体と比較すると、合併自治

体の中でも人口が類似する十日町市や村上市などと比較して、本市の公共施設等のストッ

ク量が多い状況にあります。 

 

図 7 人口に対する公共施設延床面積 

 

※：総務省「公共施設状況調（2013）」および「住民基本台帳人口」の 2014(H26).1.1 現在データより（佐

渡市：総床面 492,179 ㎡、人口 60,803 人）。 

※：町村については、市と大きく状況が異なるためグラフの枠外としています。 

※：新潟市、長岡市、上越市は、他の団体とプロット場所が大きく外れるため、グラフ枠外としました。 

※：行政財産とは、公用又は公共用に供し、又は供することと決定した財産のことです。 

※：他市比較の便宜の観点から、総務省の公共施設状況調の統計数値を使用しているため、本計画におけ

る総延床面積と一致しません。 
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２）市民一人あたりの比較 

本市の市民一人あたりの公共施設（行政財産）延床面積は、8.1 ㎡であり、県内自治体と

比較すると、合併自治体の中では魚沼市に次いでストック量が多い状況にあります。 

 

図 8 市民一人あたりの公共施設延床面積 

 

 

※：総務省「公共施設状況調（2013）」及び「住民基本台帳人口」の 2014(H26).1.1 現在データより（佐渡

市：総床面積 492,179 ㎡、人口 60,803 人、１人あたり 8.1 ㎡）。 

※：町村については、市と大きく状況が異なるため、グラフの枠外としています。 

※：新潟市、長岡市、上越市は、ほかの団体とプロット場所が大きく外れるため、グラフ枠外としました。 

※：行政財産とは、公用又は公共用に供し、又は供することと決定した財産のことです。 

※：他市比較の便宜の観点から、総務省の公共施設状況調の統計数値を使用しているため、本計画におけ

る総延床面積と一致しません。 
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②類似団体の比較 

 本市の市民一人あたりの公共施設（行政財産）の総延床面積を類似団体と比較した場合、

合併自治体の中でもストック量が多い状況にあります。 

 図中、表記している市は、2014（平成 26）年１月１日現在で、人口 80,000 人未満、かつ

市域面積 500 ㎢以上の 20 団体です。 

 

図 9 市民一人あたりの公共施設延床面積比較 

 

※：総務省の「公共施設状況調（2013）」及び「住民基本台帳人口」の 2014(H26).1.1 現在データより（佐

渡市：総床面積 492,179 ㎡、人口 60,803 人、１人あたり 8.1 ㎡）。 

※：類似団体…全国の市区町村を「指定都市」「中核市」「特例市」「都市」「町村」「特別区」に分類した上

で、さらに「都市」「町村」を人口規模や産業構造で細分化し、合計 35 のグループに分けています。

そのなかで同じグループに属する自治体を指す。佐渡市は、Ⅱ－１（人口 5 万人以上 10 万人未満、

産業構造Ⅱ次･Ⅲ次 95％未満かつⅢ次 55％以上の団体）で、198 団体が属しています。 

※：行政財産とは、公用又は公共用に供し、又は供することと決定した財産のことです。 

※：他市比較の便宜の観点から、総務省の公共施設状況調の統計数値を使用しているため、本計画におけ

る総延床面積と一致しません。 
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（３）公共施設の設置状況 

 公共施設を建築年度別にみると、1960 年代後半から整備量が増加し、1980 年代前半にピ

ークを迎えます。その後、全体的に整備量が減少傾向となっていますが、年度によっては

整備量が突出する特徴を示しています。 

 

図 10 建築年度別整備状況 
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（４）地域別人口あたりの公共施設延床面積の比較 

１）人口あたりの比較 

 地域別の公共施設延床面積は人口に比例して多くなっていますが、金井地域、真野地域、

羽茂地域では平均より低くなっています。 

 

図 11 人口あたりの公共施設延床面積【地域別】 

 
※：佐渡市整備の「公共施設現況調査」及び「住民基本台帳人口」の 2015(H27).3.31 現在より 10 地域別

に集計 

※：対象施設は、公営企業会計（病院、水道）を除いた施設とする。 

 

２）市民一人あたりの比較 

 市民一人あたりの地域別公共施設延床面積では、ばらつきが見られます。 

 

図 12 市民一人あたりの公共施設延床面積【地域別】 

 
※：佐渡市整備の「公共施設現況調査」及び「住民基本台帳人口」の 2015(H27).3.31 現在より 10 地域別

に集計 

※：対象施設は、公営企業会計（病院、水道）を除いた施設とする。 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0 5,000 10,000 15,000

総
延
床
面
積
（㎡
）

人口（人）

佐渡市10地域

金井地域

佐和田地域

新穂地域

両津地域

相川地域畑野地域

小木地域

赤泊地域
真野地域

羽茂地域

5

7

9

11

0 5,000 10,000 15,000

１
人
あ
た
り
延
床
面
積
（㎡
）

人口（人）

佐渡市10地域

金井地域

佐和田地域

新穂地域

両津地域相川地域

畑野地域

小木地域
赤泊地域

真野地域

羽茂地域



13 
 

（５）公共施設の耐震化状況 

 耐震化の状況について、旧耐震基準で建設された公共施設は全体の 29.2％となっており、

このうち 7.6％が耐震実施済、11.2％が耐震化未実施となっています。 

 

図 13 公共施設の耐震化状況 
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（６）インフラの整備状況 

①道路 

 道路延長は、下表のとおり１級(幹線)市道が 257,697ｍ、２級(幹線)市道が 253,376ｍ、

その他市道が 1,916,915ｍとなっています。 

また、農道は 40,046ｍ、林道は 478,305ｍです。 

 

表 2 道路一覧表 

大分類 中分類 実延長(ｍ) 延面積（㎡） 

道路 1 級(幹線)市道 257,697  1,625,215 

2 級(幹線)市道 253,376  1,388,889 

その他市道 1,916,915  7,220,730 

農道 40,046  207,862 

林道 478,305 2,132,864 

 

②橋梁 

 橋梁は 906 本あり、年度を問わず整備が進められていることが分かります。なお、耐用

年数である 60 年を超える橋梁は 25 橋となっています。 

 

図 14 橋梁の年度別整備数 

 
 

 

本市の橋梁を構造別面積でみると、初期はＲＣ橋が主流でしたが、その後鋼橋が主流と

なり、近年はＰＣ橋が多くなっています。 
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図 15 橋梁の構造別面積 

 

※：ＰＣ橋は、あらかじめ応力を加えたコンクリート材で建設された橋梁をいう。 

※：ＲＣ橋は、鉄筋コンクリートで建設された橋梁をいう。 

 

③トンネル 

 トンネルは５本あります。耐用年数である 60年を超えるトンネルは２本あり、いずれも

素掘りトンネルです。 

 

図 16 トンネルの年度別整備数 
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④上水道 

上水道（施設）は、上水道と簡易水道に分けると下表のとおりとなり、簡易水道が多く見

られるのが特徴です。 

 

表 3 上水道（施設）一覧表 

財産分類 

（中） 

財産分類 

（小） 

財産分類 

（細） 

施設数 

(件) 

敷地面積 

(㎡) 

建物数 

（棟） 

施設(棟)延 

床面積

（㎡） 

上水道等 上水道等 
上水道 27 51,497.6 27 5,047.0 

簡易水道 98 29,995.1 103 5,005.1 

 

上水道（管渠）は、1950 年代以降、断続的に整備が進められ、1990 年代以降になると毎

年まとまった整備量がみられます。耐用年数である 40 年を超えるものもみられます。 

 

図 17 上水道（管渠）の年度別整備延長 
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⑤下水道 

下水道（施設）は、公共下水道のほか、集落排水施設、簡易排水施設があり、それぞれ下

表のとおりとなります。 

 

表 4 下水道（施設）一覧表 

財産分類 

（中） 

財産分類 

（小） 

財産分類 

（細） 

施設数 

(件) 

敷地面積 

(㎡) 

建物数 

（棟） 

施設(棟)延 

床面積

（㎡） 

下水道等 下水道等 

公共下水道 10 67,563.6 15 10,551.6 

特定環境保全公共下水道 4 24,393.0 10 5,386.3 

農業集落排水施設 1 5,202.2 1 118.1 

漁業集落排水施設 7 5,466.4 8 1,544.2 

簡易排水施設 2 1,092.5 2 146.5 

 

 下水道は、1990 年代以降、急速に整備が進み、2020 年代後半には終了する見込みとなっ

ています。管径は 250mm 以下のものが主流となっています。耐用年数である 50 年を超える

ものはごくわずかです。 

 

図 18 下水道（管渠）の年度別整備延長 
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⑥情報通信ケーブル 

 情報通信ケーブルは、2003（平成 15）年より本格的な整備が行われました。現在のとこ

ろ、耐用年数を超えるものはありませんが、更新までの年数が 20 年と短いのが特徴です。 

 

図 19 情報通信の年度別整備延長 

 

 

⑦漁港 

 漁港は、第１種漁港が 26 漁港（32 地区）、第２種漁港が１漁港（３地区）あり、漁港施

設は、下表のとおり係留施設が 8,025.02ｍ、外郭施設が 32,932.93ｍ、輸送施設が 11,874.35

ｍとなっています。 

 

表 5 漁港一覧表 

区分 種類 総延長(ｍ) 

係留施設 

岸壁 1,865.62 

物揚場 2,564.90 

船揚場 3,594.50 

計 8,025.02 

外郭施設 

防波堤 12,361.15 

防砂堤、導流堤等 5,584.90 

護岸 14,986.88 

計 32,932.93 

輸送施設 道路、橋梁 11,874.35 

総計 52,832.30 
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４．人口の現状と見通し 

国立社会保障・人口問題研究所が公表した推計（2013（平成 25）年３月）によると、本市

の人口は、2040（平成 52）年には 37,000 人程度、2060（平成 72）年には、25,000 人程度に

なると推計されています。 

「佐渡市人口ビジョン」では、自然減については 2020（平成 32）年までに合計特殊出生率

を 2.08 にすること、また、社会減については、2020（平成 32）年までに 50％縮小、その後

も５年毎に 50％縮小する将来人口を目指し、2060（平成 72）年に 37,000 人程度の人口を確

保することとしています。 

 

図 20 将来人口の推移 
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国立社会保障・人口問題研究所によると、年齢階級別人口の割合は、年少人口が、2060（平

成 72）年には総人口の 9.6%（2,400 人程度）となり、2015（平成 26）年の総人口の 10.6％

（6,100 人程度）から、６割減少すると推計されています。一方、老年人口割合は、2045 年

（平成 57）年まで上昇し続けますが、人口減少に伴って老年人口も減少すると推計されてい

ます。 

このように、人口減少に伴う公共施設等の整理統合や少子高齢化に伴う市民ニーズに対応

した公共施設等の見直しが急務となっています。 

 

図 21 年齢階級別人口の割合 
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５．財政の現状 

（１）歳入（普通会計） 

 2014（平成 26）年度の歳入総額は 533.6 億円となっています。過去の推移をみると、地

方債や国庫支出金、その他特定財源などにばらつきがありますが、地方交付税や地方税は、

ほぼ横ばいで推移してきました。 

 

図 22 歳入決算額の推移 

 

（２）歳出（普通会計） 

 2014（平成 26）年度の歳出総額は 515.2 億円となっています。過去の推移をみると、人

件費は減少している一方、扶助費は増加傾向で推移してきました。 

 

図 23 歳出決算額の推移 
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人件費
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投資的経費

125.8億円(24.4%)
扶助費

44.6億円(8.6%)

補助費等

40.5億円(7.9%)

公債費

74.4億円(14.4%)

繰出金

55.6億円(10.8%)

貸付金等

37.2億円(7.2%)

平成26年度(2014年)

515.2億円

 

図 24 歳出決算額の性質別内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 投資的経費の推移及び内訳では、全体としてやや増加傾向にありますが、特に 2013 年に

大きな投資がみられたため、直近５年の平均経費額は例年より大きい結果となっています。

今後の経費予測を行う場合に課題が生じるため、2013（平成 25）年に変更された「佐渡市

将来ビジョン」で示した財政計画を踏まえた見直しが必要です。 

 

図 25 投資的経費の推移及び内訳 
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（３）修繕・更新費の将来予測 

施設の修繕・更新費の将来予測にあたっては、表 6 のとおり施設種別により実施方針を

区分し、表 7 のとおり施設種別ごとの実施内容に応じた頻度を設定します。その上で、修

繕・更新を迎えた施設面積や延長に更新費用単価を掛け合わせ費用を算出します。 

本計画では、総務省が提供する「公共施設等更新費用試算ソフト」の設定する数値に基

づき、市の特性と合わせて、以下の前提条件に基づき採用値を設定します。 

 

表 6 修繕・更新費設定の前提条件 

施設種別 実施方針 

公共施設、橋梁、トンネル、

上水道、下水道、情報通信

ケーブル 

整備年度から、それぞれに設定した修繕・更新

年数の経過後に、現在と同じ面積や延長で修

繕・更新すると仮定しています。 

道路 
現在の保有量を、設定した更新年数で割った

数値を年間の更新量としています。 

 

表 7 修繕・更新費の設定条件 

施設種別 実施内容 総務省設定頻度 

公共施設 

大規模改修 
実施年数 30 年 

修繕期間 ２年 

建替え 
更新年数 60 年 

建替え期間 ３年 

道 路 舗装部分の打ち換え 更新年数 15 年 

橋 梁 架け替え 更新年数 60 年 

上水道 

プラント大規模改修 実施年数 30 年 

プラント建替え 更新年数 60 年 

上水道管布設替え 更新年数 40 年 

下水道 

プラント大規模改修 実施年数 30 年 

プラント建替え 更新年数 60 年 

下水道管布設替え 更新年数 50 年 

トンネル 更新 更新年数 60 年 

情報通信ケーブル 更新 更新年数 20 年 

※：上水道プラントは配水池、浄水場等に付随する建物、下水道プラントは浄化セン

ター、ポンプ場等に付随する建物を指します。 

※：調査時点で大規模改修・建替えの実施・更新年数を過ぎているものは、公共施設

は 10 年、インフラは５年以内に実施・更新することとして処理します。 

※：公共施設、プラントの大規模改修費用は更新費用の 60％として推計します。 
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（４）公共施設等の全体将来更新費用の推計 

 本市が保有する公共施設及びインフラを合計した今後30年間の整備額は4,020.6億円に

達し、１年あたりの平均整備額は 134.0 億円となります。2010 年代後半、2040 年代中盤に

平均整備額を超えると予測されます。 

 

図 26 将来の更新費用の推計（公共施設及びインフラ） 

 

 

表 8 大規模改修・建替え費用一覧 

大分類 大規模改修 建替え 
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社会教育系施設 25 万円/㎡ ※1 40 万円/㎡ ※4 
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公園 17 万円/㎡ ※1 33 万円/㎡ ※3 

供給処理施設 20 万円/㎡ ※1 36 万円/㎡ ※3 

その他 20 万円/㎡ ※1 36 万円/㎡ ※3 
※１：バリアフリー対応等社会的改修含む 
※２：トイレ改修等社会的改修含む 
※３：解体費含む 
※４：解体・グラウンド整備費含む 
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用地取得分
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ダミー

既存更新分
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既存更新分
+新規整備分
(5過年度平均)
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30年間の更新費用総額 4,020.6 億円

１年あたり整備額 134.0 億円
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30年間の更新費用総額 2,383.8 億円

１年あたり整備額 79.5 億円

①公共施設 

公共施設の今後 30 年間に掛かる更新費用総額は 1,636.8 億円で、１年あたりの整備額は

54.6 億円となります。直近５年の平均投資的経費額は、既存更新分及び新規整備分を合わ

せて 62.63 億円です。 

 

図 27 将来の更新費用の推計（公共施設） 

 

 

②インフラ 

インフラの今後 30 年間に掛かる更新費用総額は 2,383.8 億円で、１年あたりの整備額は

79.5 億円となります。直近５年の平均投資的経費額に対して、今後は整備費用の不足が予

測されます。 

 

図 28 将来の更新費用の推計（インフラ） 
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（５）インフラの将来更新費用の推計 

①道路 

 道路の今後 30年間に掛かる更新費用総額は 1,088.5 億円で、１年あたりの整備額は 36.3

億円となります。直近５年の平均投資的経費額に対して、今後は整備費用の不足が予測さ

れます。 

 

表 9 道路更新費用一覧 

道路種別 更新年数 更新単価 

１級市道 15 年 4,700 円/㎡ 

２級市道 15 年 4,700 円/㎡ 

その他市道 15 年 4,700 円/㎡ 

農道 15 年 2,700 円/㎡ 

林道 15 年 2,700 円/㎡ 

 

図 29 分類別面積による将来の更新費用の推計（道路） 
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②橋梁 

橋梁の今後 30 年間に掛かる更新費用総額は 88.4 億円で、１年あたりの整備額は 2.9 億

円となります。直近５年の平均投資的経費額に対して、今後は整備費用の大幅な不足が予

測されます。 

 

表 10 橋梁更新費用一覧 

道路種別 更新単価 

ＰＣ橋 425,000 円/㎡ 

ＲＣ橋 425,000 円/㎡ 

鋼橋 500,000 円/㎡ 

石橋・木橋 425,000 円/㎡ 

※：ＰＣ橋は、あらかじめ応力を加えたコンクリート材で建設された橋梁をいう。 

※：ＲＣ橋は、鉄筋コンクリートで建設された橋梁をいう。 

 

 

図 30 構造別面積による将来の更新費用の推計（橋梁） 
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③トンネル 

トンネルの今後 30 年間に掛かる更新費用総額は 10.3 億円で、１年あたりの整備額は 0.3

億円となります。直近５年の平均投資的経費額に対して、今後は整備費用の大幅な不足が

予測されます。2030 年代後半に更新による経費が見込まれています。 

 

表 11 トンネル更新費用一覧 

トンネル 更新単価 

更新 3,500,000 円/ｍ 

 

図 31 延長による将来の更新費用の推計（トンネル） 
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④上水道 

上水道の今後 30年間に掛かる更新費用総額は 888.0 億円で、１年あたりの整備額は 29.6

億円となります。直近５年の平均投資的経費額に対して、今後は整備費用の不足が予測さ

れます。 

 

表 12 上水道更新費用一覧 

種別 更新単価 

管渠 導水管・送水管・配水管 84,000 円/ｍ 

上水道プラント 大規模改修 200,000 円/㎡ 

建替え 360,000 円/㎡ 

 

図 32 管径別・年度別延長による将来の更新費用の推計（上水道） 

 

 

0

20

40

60

80

100

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2013

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2030

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

2
0
3
4

2035

2
0
3
6

2
0
3
7

2
0
3
8

2
0
3
9

2040

2
0
4
1

2
0
4
2

2
0
4
3

2
0
4
4

2
0
4
5

金
額
（
億
円
）

年度

上水処理施設等

耐用年数越え

年度不明分整備

年度更新整備

用地取得分

新規整備分

既存更新分

ダミー

30年間の更新費用総額 888.0 億円

１年あたり整備額 29.6 億円 既存更新分
+新規整備分
+用地取得分
(5過年度平均)

既存更新分
+新規整備分
(5過年度平均)

既存更新分
(5過年度平均)



30 
 

⑤下水道 

下水道の今後 30 年間に掛かる更新費用総額は 169.2 億円で、１年あたりの整備額は 5.6

億円となります。直近５年の平均投資的経費額に対して、更新費の比率は高くありません

が、今後も新規整備による経費の増加が見込まれます。 

 

表 13 下水道更新費用一覧 

種別 更新単価 

管渠 250 ㎜以下 99,900 円/ｍ 

251～500 ㎜ 116,400 円/ｍ 

501～1,000 ㎜ 180,200 円/ｍ 

1,001～2,000 ㎜ 589,000 円/ｍ 

2,001～3,000 ㎜ 1,507,000 円/

ｍ 

下水道プラント 大規模改修 200,000 円/㎡ 

建替え 360,000 円/㎡ 

 

図 33 管径別・年度別延長による将来の更新費用の推計（下水道） 
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⑥情報通信ケーブル 

情報通信ケーブルの今後 30 年間に掛かる費用総額は 88.4 億円で、１年あたりの整備額

は 2.9 億円となります。直近５年の投資的経費は 2009 年までに新規整備がほぼ終了したた

め、既存更新のみの経費となります。今後、20 年スパンで訪れる更新費用の不足が課題と

なります。 

 

表 14 情報通信ケーブル更新費用一覧 

ケーブル 更新単価 

幹線・支線 3,000 円/ｍ 

引込線 3,000 円/ｍ 

 

図 34 線種別・年度別延長による将来の更新費用の推計（情報通信ケーブル） 
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⑦漁港 

 漁港の直近５年の平均投資的経費は、災害復旧・整備事業等も含めて平均で６億円とな

っています。市営漁港の整備は概成しており、今後は、保全計画に基づく維持・補修の実施

が主体となります。今後 30 年間に維持・補修にかかる更新費用総額は、51.0 億円を見込ん

でおり、１年あたりの整備額は 1.7 億円となります。 

 

表 15 漁港施設更新費用一覧 

区分 種類 更新単価※ 

係留施設 岸壁 368,000 円／ｍ 

物揚場 210,000 円／ｍ 

船揚場 48,000 円／ｍ 

外郭施設 防波堤 134,000 円／ｍ 

護岸 126,000 円／ｍ 

輸送施設 道路、橋梁 13,000 円／ｍ 

※：更新費用単価については、一部策定済みの漁港機能保全計画から各種類別に試算しています。 

 

図 35 漁港機能保全計画による将来の更新費用の推計 

 
※：漁港施設の各種類の総延長に更新単価を掛け合わせ、30 年で割った数値を１年間の更新費用としてい

ます。 
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第２章 公共施設等総合管理基本方針 

１．現状や課題に関する基本認識 

（１）公共施設に対する市民ニーズの変化 

本市の人口は、2015（平成 27）年３月末現在で、59,060 人となっており、国立社会保障・

人口問題研究所の推計によると、2040（平成 52）年には 37,000 人程度、2060（平成 72）

年には、25,000 人程度になるとされています。一方、2015（平成 27）年７月に公表された

「佐渡市人口ビジョン」では、出生率の向上及び社会減の減少対策を施すことにより、2040

（平成 52）年には 44,000 人程度、2060（平成 72）年には、37,000 人程度になると推計し

ています。 

人口減少及び少子高齢化による影響は、公共施設のニーズにも変化をもたらします。老

年人口の割合は今後も上昇するため、老人福祉施設等の需要も増加します。しかし、その

後は老年人口が減少するため、需要もなだらかに減少すると想定されます。一方、年少人

口は今後も減少するため、児童福祉施設と学校教育関連施設には余剰が生じます。また、

島内地域内での人口の移動により、市街地への集中が予想されるなど、公共施設の質・量

に対する市民ニーズの変化に対して適切に対処することが求められます。 

 

（２）公共施設等の老朽化と更新 

本市の公共施設は、1960 年代後半から整備量が増加し、1980 年代にピークを迎え、その

後も高い整備量が維持されてきました。また、道路や橋梁、上下水道などのインフラも順

次整備が進められてきました。今後、これらの公共施設等の老朽化対策や更新の問題に直

面します。公共施設においては、1981（昭和 56）年以前の旧耐震基準で建設されたものが

全体の 29.2％あり、耐震改修を行う必要がある施設は 56,338.9 ㎡となっています。 

 

（３）財源の限界 

今後、少子化に伴う生産年齢人口の減少等により市税収入の減少が懸念されますが、一

方で、高齢化に伴う社会保障費の増大が見込まれます。このような中、公共施設等へ振り

向けることのできる経費には限度があります。公共施設及びインフラについて、今ある施

設を今後も維持し、更新した場合に、今後 30 年間に掛かる経費の総額が 4,020.6 億円、年

平均 134.0 億円が必要であると予測されますが、「佐渡市将来ビジョン」で示した財政計画

の見込額に対して３倍近い額となります。 

今後の公共施設等に投資可能な経費額については、財政計画を踏まえ、人口規模に見合

った施設の統廃合を進めたうえで、集約する施設のみに再投資するなどの必要があります。 

 

（４）合併に伴う公共施設の重複 

佐渡市は、2004（平成 16）年３月に 10 市町村の合併により誕生しましたが、合併前に整

備された市民サービスのための各種公共施設をそのまま引き継いでいることから、県内自

治体及び類似団体の中でも市民一人あたりの公共施設延床面積が突出して多くなっている

ほか、施設機能の重複がみられます。 
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 これらの課題を踏まえ、公共施設の量や重複を課題として、今後、施設種別ごとの個別

施設計画の策定を行う必要があります。 

 

（５）公共施設に関するこれまでの取組 

 これまで佐渡市では、2012（平成 24）年 12 月に「公共施設見直し手順書」を策定し、公

共施設の見直しの進め方やその手順等について取りまとめてきました。また、2013（平成

25）年 12 月には、「佐渡市将来ビジョン」を変更し、将来の財政計画等について展望を整

理したところです。今後は、これらの計画をふまえ、本計画の主旨のもと、公共施設の統廃

合や複合化などを進める必要があります。 

 

２．計画期間 

本市において建設された公共施設等の数多くがこれから更新時期を迎えることをふまえ、

2016（平成 28）年度から 2045（平成 57）年度までの 30年間を計画期間とし、以後、継続的

な更新を行います。 

また、計画期間内であっても社会情勢の変化等により見直しが必要となった場合は、速や

かに改定するものとします。 

 

３．公共施設等の管理に関する基本的な考え方 

本計画の終了年度である 2045（平成 57）年の本市の将来人口は、「佐渡市人口ビジョン」

では 41,909 人、国立社会保障・人口問題研究所では 33,717 人とそれぞれ推計されており、

2015（平成 27）年３月末現在の 59,060 人に比べて、約 71％、約 57％まで人口減少が進むと

見込まれています。 

将来的に人口減少が見込まれる中、本市の市民一人あたりの公共施設延床面積は 2015(平

成 27)年４月１日現在で 8.5 ㎡となっています。これは、県内自治体及び類似団体と比較し

ても突出して多い現状にあります。将来の人口減少にあわせて施設の総量を縮小しない場合、

市民一人当たりの面積（言い換えれば、市民一人あたりが負担する施設の維持更新費用）は、

現在以上に増加します。しかし、本市は一島一市であることから、他の自治体との広域連携

を図ることは困難であり、市民サービスの水準については一定の配慮が必要です。 

今後、市民サービスに配慮し、市民一人あたりの公共施設延床面積 8.5 ㎡を維持すると仮

定した場合、今後の公共施設の総量については、本計画の終了年度に、現状の 50 万㎡余り

（501,189.2 ㎡）から最低でも 30％縮減した、35 万㎡余り（350,832.44 ㎡）とする必要があ

ります。 

 本計画では、終了年度である 2045（平成 57）年の公共施設延床面積の総量目標を 2015（平

成 27）年度より最大限 70％の維持とし、総計 35 万㎡とします。また、本計画をふまえて策

定される個別施設計画の目標指針と定めます。 

 個別施設計画の策定においては、公共施設等に係る問題意識の共有化を図り、市民と共に課題

解決に取り組みます。合併前の旧市町村の地域の区分にこだわらず、相互に関連する公共施設等

の立地環境や利便性を考慮し、市民の目線に立って納得できる公共サービスの在り方を検討し、

佐渡市全体の観点から適切な管理を推進していきます。 
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（１）点検・診断等の実施方針 

・道路法の改定により５年に一度の定期点検の実施が求められることから、橋梁やトンネ

ルなど、社会資本の安全確保のため、点検や健全度の把握を実施します。 

・公共施設やインフラは、予防保全型管理の視点を持って、計画的な点検・診断等を行いま

す。 

 

（２）維持管理・修繕・更新等の実施方針 

・施設の重要度や劣化状況に応じ、長期的な視点で優先度をつけ、計画的な維持管理・修

繕・更新を行います。今後も維持していく公共施設については、中長期的修繕計画を策

定します。 

・少子化、高齢化社会への対応として、施設の更新にあたってはバリアフリーや環境への

配慮など、時代の要求に対応した更新を図ります。 

・公共施設の更新にあたっては、機能の複合化や将来にわたる改修の容易性などに配慮し

ます。 

 

（３）安全確保の実施方針 

・市民の安全を確保する観点から、日常点検、定期点検などを通じて公共施設等の劣化状

況を把握するとともに、災害発生時の機能保持のため、安全性の確保に努めます。 

・今後維持していくことが難しい施設については、市民の安全確保の観点から、早期の供

用廃止などの措置を適切に取っていきます。 

 

（４）耐震化の実施方針 

・1981（昭和 56）年度以前の旧耐震基準に基づき建築された公共施設については、適切な

耐震措置を図ると共に統廃合も視野にいれ、耐震化を進めていきます。 

 

（５）長寿命化の実施方針 

・個別施設のインフラ長寿命化計画の策定を進めていきます。 

・定期的な維持の措置を図ることにより使用見込み期間の延伸が見られる施設については、

予防保全型管理を行っていきます。 

 

（６）統合や廃止の推進方針 

・人口減少時代の到来を迎え、施設の利用頻度が低い施設や老朽化が進んだ施設は、近接

する類似施設との集約化や用途の異なる施設との複合化を図ります。 

・当該サービスが公共施設等を維持しなければできないものであるか、民間による活用が

できないかなど、公共施設等とサービスの関係について十分に留意していきます。 

・少子化・高齢化、人口減少などの人口動態の変化に対応した公共施設の再編、再配置を図

ります。 

・公共施設の保有量については、少子化・高齢化、人口減少社会の到来に対応し、需要量の

変化に合わせた施設の維持とサービスの最適化を図ります。 
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（７）ＰＰＰ/ＰＦＩの推進 

・施設の設置、管理運営にあたっては、指定管理者制度をはじめ、ＰＰＰ／ＰＦＩの積極的

な活用を検討します。 

 

（８）総合的かつ計画的な管理を実現するための体制の構築方針 

・本計画を確実に実施するために必要となる全庁的な取組体制の構築や情報共有方策につ

いて、本市の状況を踏まえ方針を策定します。 

・公共施設等総合管理基本方針に基づき公共施設マネジメントの運用を開始し、公共施設

等に関する情報を全庁的に一元管理します。 

・公共施設マネジメントは、固定資産台帳とも連携させ、地方公会計制度の財務諸表や財

産に関する調書とも整合性を図ることで、一貫した資産データに基づく運用管理を行い

ます。 

・職員一人ひとりが経営観念を持って、公共施設等総合管理基本方針に基づく施設マネジ

メントを実現するため、研修会などを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：PPP･･･Public Private Partnership の略。公共サービスの提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念

で、民間資本や民間のノウハウを利用し、効率化や公共サービスの向上を目指すもの。 

※：PFI･･･Private Finance Initiative の略。公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力

及び技術的能力を活用することで、効率化やサービス向上を図る公共事業の手法をいう。 
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第３章 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針  

１．公園等                                         

（１）現状や課題に関する基本認識 

 都市公園やその他の公園に設置されている公共施設は、1980 年代から 2000 年代に建設

されたものがほとんどを占めており、1990 年代にピークがあります。施設ではトイレ棟が

最も多く、その他、東屋や管理棟などとなっています。 

 

図 36 公園等の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 公園施設のうちトイレ棟は公園利用に欠かせない施設であることから、地元の協力を得

つつ、適切な維持管理と更新を行うものとします。 

 その他、東屋や休憩所などの施設は、公園利用の実態や必要性を踏まえ、更新の有無に

ついて、公園個別に判断を行います。 

 また、公園そのものの廃止を検討する際は、これらの公園施設管理を地元に依頼できる

か協議のうえ判断をします。 
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２．住宅等                                     

（１）現状や課題に関する基本認識 

 市では 1950 年代から住宅等の整備を開始し、主に 1970 年代以降 2000 年代までの間が最

も整備量が多い時期となっています。古いものでは、1956（昭和 31）年の開小路住宅（佐

和田）や 1958（昭和 33）年の中高野住宅（両津）などが挙げられます。 

住宅等の公共施設は、そのほとんどが木造住宅であることから、耐用年数が 22 年（公営

住宅は 30年）と短く、更新時期を既に迎えたものが多く見受けられます。 

 

図 37 住宅等の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 公営住宅の更新については、これまでの利用実績や今後の利用見込み、市民要望等を踏

まえて判断するものとし、必要に応じて建替えや統廃合の検討を進め、施設数の適正化を

図ります。 
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３．民生関連施設                                  

（１）現状や課題に関する基本認識 

 児童福祉施設では、1971（昭和 46）年の河崎保育園以降、各地域に整備が進められてき

ました。その後、市民ニーズの多様化等により、2000 年代になると、地域子育て支援セン

ターや児童クラブ施設が各地域に設けられています。 

 また、老人福祉施設、障がい福祉施設及び保養施設は、1978（昭和 53）年のときわ荘以

降、2000 年代前半にかけて整備が進められました。 

 

図 38 民生関連施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 保育園は、今後の利用者の推移を把握しながら、施設の集約化や統廃合を図り、適正量

の確保を進めます。 

 老人福祉施設については、今後の介護需要等を把握し、他の公共施設との併設や民間譲

渡、廃止等も視野に入れながら、計画的な管理に努めます。 
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４．環境衛生施設                                    

（１）現状や課題に関する基本認識 

 火葬場などの保健衛生施設やクリーンセンターなどの清掃施設の多くは、1990 年代に更

新、整備されています。市で最も古い保健衛生施設は、1966（昭和 41）年建設の北田野浦

火葬場で、耐用年数(50 年)が迫ろうとしています。一方、清掃施設は、佐渡クリーンセン

ターが 1998（平成 10）年に稼働を開始したほかは、比較的近年に整備された施設です。 

 

図 39 環境衛生施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 保健衛生施設については、施設の老朽化や市内の稼働状況等をふまえ、施設の集約化を

図るものとします。 

 清掃施設については、環境排出基準を順守するため設備の更新を随時図るとともに、長

寿命化の観点から予防保全的管理を行い、施設の維持に努めます。 
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５．診療施設                                    

（１）現状や課題に関する基本認識 

市内には２つの病院と３つの診療所があります。このうち最も古いのは 1963（昭和 38）

年に整備された新穂田野沢診療所です。その他、1980（昭和 55）年には両津病院、1984（昭

和 59）年には相川病院と赤泊診療所、1992（平成４）年には松ヶ崎診療所が整備されまし

た。 

 

図 40 診療施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 市で最も規模の大きい両津病院については、更新に向けて施設の規模や整備内容につい

て協議が進められているところです。その他の病院、診療所については、施設更新の時期

を見通し、医療体制全体の課題の中から整備のあり方を検討します。 
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６．産業関連施設                                  

（１）現状や課題に関する基本認識 

産業関連施設は、農業施設、水産施設、商工施設、観光施設に区分されます。農業施設で

は、1972（昭和 47）年整備の青木山牧場管理舎や 1973（昭和 48）年整備の肥育センターな

ど、肥育に関する施設の老朽化が進行しています。 

水産施設では、1982（昭和 57）年から整備着手された佐渡市栽培漁業センターと 2003（平

成 15）年に整備された佐渡海洋深層水利活用施設の２施設があります。いずれも整備年度

から推計すると、施設そのものより施設機能を構成する各種設備類の更新に大きなコスト

が掛かる傾向にあると考えられます。 

 

図 41 産業関連施設の施設整備年代 

 

 

商工施設では、両津地域活性化センター作業場と佐渡海洋深層水利活用施設のうち分水

施設が該当します。 

観光施設では、海水浴場やキャンプ場に関連する公共施設が多くを占めていますが、い

ずれも小規模なものです。また、2014（平成 26）年には、佐渡インフォメーションセンタ

ー「あいぽーと佐渡」が設置されました。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

産業関連施設は、本来民間でのサービス提供が可能であるなど、行政が保有する必要性

が他の施設に比べて低いと考えられます。これらの施設は原則として更新は行わず、点検・

診断等により高度の危険性が認められた施設については、使用を中止します。あわせて、

民間譲渡を基本的な考え方として整理し、総量縮減を図ります。 
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７．会館等                                      

（１）現状や課題に関する基本認識 

会館等では、1972（昭和 47）年に整備された小木地区公民館・総合センター、1974（昭

和 49）年の畑野就業改善センター、両津文化会館、佐渡中央会館離島開発総合センター、

佐渡中央会館圏民センター、1977（昭和 52）年の相川自然休養村管理センター、金井就業

改善センター、金井コミュニティセンターなど、1,000 ㎡を超える施設が 1970 年代に揃っ

て建設されました。その後 1980 年代以降は、各地域にコミュニティセンターや活性化セン

ターが相次いで建設されました。 

 

図 42 会館等の施設整備年代 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 会館等については、各施設の整備内容や稼働率、今後の利用見通しや市域の公平性など

を考慮し、適正量となるよう施設の再編を進めます。 
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８．教育関連施設                                     

（１）現状や課題に関する基本認識 

教育関連施設のうち幼稚園・小学校・中学校については、概ね耐震補強の実施が完了し

ており、施設が老朽化するなかでも安全な教育環境が確保されています。最も古い学校施

設は 1968（昭和 43）年に整備された両津小学校（校舎２）で、1969（昭和 44）年の加茂小

学校（校舎１）、両津小学校（校舎１）、1970（昭和 45）年の加茂小学校（校舎２）、1971（昭

和 46）年の両津小学校（校舎３）、1972（昭和 47）年の佐和田中学校（校舎）と続きます。 

 その他教育関連施設では、学校給食センターが主となっており、1974（昭和 49）年に整

備された両津学校給食センターのほか、1988（昭和 63）年の畑野学校給食センター共同調

理場、2001（平成 13）年の佐和田学校給食センターなどとなっています。 

 

図 43 教育関連施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 小中学校の老朽化対策については、文部科学省が 2015（平成 27）年度に公表した「学校

施設の長寿命化計画の策定の手引き」や「学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在

り方について」などを参考に、計画的に進めていきます。 

 小中学校は、公共施設の中でも大規模な施設であり、修繕、更新にあたっては、学校統合

や機能の複合化などにより多世代交流の促進や地域コミュニティの醸成などを図るほか、

学校給食センターについては、学校再編と連動し、民間への委託も含め、効果的・効率的な

公共施設の運営に努めます。 
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９．社会教育関連施設                                

（１）現状や課題に関する基本認識 

社会教育関連施設には、博物館や資料館、図書館などの施設が含まれています。 

最も古い施設は、1956（昭和 31）年建設の相川郷土博物館（展示室・事務室等）で、1957

（昭和 32）年の佐渡博物館、1966（昭和 41）年の相川郷土博物館（有田八郎記念館）など

と続きます。 

また、社会教育関連施設には、1905（明治 38）年に建設された明治紀念堂（開導館）や

1920（大正９）年の佐渡国小木民俗博物館（本館）などの歴史的建造物も含まれます。 

 

図 44 社会教育関連施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

博物館や資料館は、旧市町村時代にそれぞれ設けられた施設で地域の歴史や風土などを

学ぶ施設として重要ですが、佐渡全体を俯瞰するために施設や機能の集約化を図ることも

重要です。その他、図書館や展示施設、実習工房などについては、学校など教育関連施設の

空き室や地域コミュニティ施設に機能を移すなど、集約化・複合化を進め、総量の適正化

を図ります。 
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10．保健体育施設                                  

（１）現状や課題に関する基本認識 

 保健体育施設のうち、最も古い施設は、平スキー場の休憩舎・倉庫で 1961（昭和 36）年

の建設です。その後、体育館の建設が始まり、1967（昭和 42）年に小木体育館、1971（昭

和 46）年に真野体育館、1972（昭和 47）年に新穂体育館、1975（昭和 50）年に佐渡スポー

ツハウス、1976（昭和 51） 年に赤泊体育館が建設されました。 

 

図 45 保健体育施設の施設整備年代 

 

 

 体育施設の整備のピークは 1980 年代で、主なものに 1981（昭和 56）年に真野運動広場、

1982（昭和 57）年に相川体育館、1989（平成元）年に両津総合体育館があります。その他、

Ｂ＆Ｇ海洋センターが小木地域と羽茂地域に整備されたほか、佐渡スポーツハウスプール

棟、佐渡市陸上競技場などが整備されました。また 2014（平成 26）年には佐渡市総合体育

館「サンテラ佐渡スーパーアリーナ」が完成しました。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

体育館やグラウンドについては、旧市町村単位で整備が進められた結果、保有量が多い

傾向がみられます。今後、小学校・中学校体育館も含め利用実態や施設の老朽化を把握し、

施設の適正量と更新の在り方等を定め、計画的な管理に努めます。 
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11．消防施設                                    

（１）現状や課題に関する基本認識 

消防施設の多くは消防団の機械器具置場に関するもので、いずれも小規模でその多くは

比較的近年に整備を進めたものです 

消防庁舎では 1980（昭和 55）年整備の南佐渡消防署庁舎、1984（昭和 59）年整備の両津

消防署庁舎が 30年を経過しています。 

 

図 46 消防施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

消防施設は市民の安全を守る重要な役割を担っていることから、老朽化に対して大規模

修繕や更新など適切な対応を取るほか、予防保全型管理を行うなど、計画的な小修繕を行

うことによって施設の延命化を図る取り組みを行うなど、計画的な管理に努めます。 
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12．その他の施設                                  

（１）現状や課題に関する基本認識 

 その他の施設については、トキ交流会館やサンライズ城が浜、赤泊自然休養村管理セン

ターなど、市の資源を活用した交流、宿泊施設が多くの面積を占めています。 

 庁舎等については 1960（昭和 35）年に整備された両津支所が最も古く、耐用年数(50 年)

を超えており、更新時期を迎えています。 

次いで、1967（昭和 42）年の新穂行政サービスセンター、1973（昭和 48）年の小木行政

サービスセンター、1974（昭和 49）年の畑野行政サービスセンターも更新時期を迎えよう

としている状況です。1980 年代には、佐渡市役所本庁舎や佐和田行政サービスセンターな

ど最も多くの施設が整備されています。なお、2010 年代の整備は相川支所・消防署に関連

するものです。 

 

図 47 その他の施設の施設整備年代 

 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

 2004（平成 16）年の市町村合併以降、行政サービスの効率化が進められてきましたが、

旧庁舎は地域の中核的役割を担ってきたこともあり、施設の統廃合は進展していません。

今後、施設の耐震化及び改築などの整備を行いますが、公平な住民サービスを図りつつ、

施設機能の複合化などにより、庁舎等の余剰スペースの解消に努めます。 
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13．インフラ                                      

①道路 

（１）現状や課題に関する基本認識 

本市は、市道合計で 2,427,988ｍを保有するほか、農道を 40,046ｍ、林道を 478,305ｍ管

理しています。道路は市民生活や産業活動を支える重要なインフラのひとつですが、舗装

の打ち換えや除雪、ガードレール等付帯施設の維持・更新など費用負担が大きくなってお

り、今後の整備費用の不足が課題となっています。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

道路の健全性を確保するため、定期的な点検・診断を実施し、路線ごとの特性に応じた

予防保全型管理を実施し、ライフサイクルコストの縮減に努めます。また、将来人口の社

会減・人口減、産業動向等に着目し、不要となる道路の廃止を含めて管理に関する基本的

な考え方を個別施設計画にとりまとめます。 

 

②橋梁 

（１）現状や課題に関する基本認識 

本市の橋梁は 906 本あり、継続的に整備が進められてきました。今後、橋梁の耐用年数

である 60年を超える橋梁が増加するため、老朽化対策が最重要課題となります。現在市で

は、長寿命化計画に基づき橋梁点検及び必要な補修を実施していますが、維持・更新など

費用負担が大きくなっており、今後の整備費用の不足が課題となっています。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

橋梁の安全性確保を最重要課題として、引き続き長寿命化計画に基づく点検・診断・修

繕・更新を計画的に実施するなど予防保全型管理に努めていくほか、不要となる道路の廃

止と併せて不要な橋梁の廃止を含めて管理に関する基本的な考え方を個別施設計画にとり

まとめます。 

 

③トンネル 

（１）現状や課題に関する基本認識 

本市のトンネルは５本あり、耐用年数を超えるものも２本見られます。これらはごく小

規模な隧道であることから地域住民等と協議の上必要性の判断を行い、不要となるトンネ

ルは廃止します。その他のトンネルは近年に改修が実施されるなど、長寿命化対策を実施

しています。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

トンネルの安全性確保を最重要課題として、引き続き老朽化対策等を実施するとともに、

予防保全型管理の視点で定期的な点検・診断等を実施します。 
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④上水道 

（１）現状や課題に関する基本認識 

上水道（管渠）は、1950 年代以降、断続的に整備が進められおり、耐用年数である 40 年

を超える施設もみられます。また、本市では簡易水道施設が 103 棟設置されているのが特

徴のひとつです。 

今後、耐用年数を超える管渠が増加することから、老朽化による漏水率の上昇や破損な

ど、維持・更新など費用負担の増大が懸念されます。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

市民生活の重要なライフラインである上水道（管渠）の健全性を確保するため、保守・調

査及び修繕を実施し、ライフサイクルコストの縮減に努めます。また、将来の給水需要に

応じた施設規模の見直しと、統合や廃止を含む合理化に取り組みます。 

 

⑤下水道 

（１）現状や課題に関する基本認識 

本市の下水道は、1990 年代以降、急速に整備が進み、2020 年代後半には終了する見込み

となっています。耐用年数である 50 年を超える施設はごく少なく計画年次終了となる 2040

（平成 57）年頃から更新の必要性が急激に高まります。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

市民生活の重要なライフラインである下水道の健全性を確保するため、定期的な点検・

診断・補修を実施し、ライフサイクルコストの縮減に努めます。 

 

⑥情報通信ケーブル 

（１）現状や課題に関する基本認識 

情報通信ケーブルは市域全体の情報通信網を確保するため整備が進み、2009（平成 21）

年に新規整備がほぼ終了しています。今後は、20 年スパンで訪れる更新費用の不足が課題

となります。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

情報通信ケーブルの耐用年数は 20年と短く、今後膨大な更新費が見込まれることから定

期的な点検等を実施し、予防保全型管理の観点から施設の長寿命化を図ります。 

 

⑦漁港 

（１）現状や課題に関する基本認識 

本市は、周囲を海で囲まれ、漁業が主力産業のひとつでもあります。市の漁港は、第１種

漁港が 26 漁港（32 地区）、第２種漁港が１漁港（３地区）あり、漁港施設は、係留施設が

8,025.02ｍ、外郭施設が 32,932.93ｍ、輸送施設が 11,874.35ｍとなるなど多くの施設を保

有しています。 



51 
 

市営漁港の整備は概成しており、今後は、保全計画に基づく維持・補修の実施が主体と

なります。今後 30 年間に維持・補修にかかる更新費用総額は、51.0 億円を見込んでおり、

1年あたりの整備額は 1.7 億円となります。 

長寿命化計画の策定業務が中心であった直近５年の平均投資的経費額に対して、今後は

計画に基づく本格的な補修工事の実施により増額となる課題があります。 

 

（２）管理に関する基本的な考え方 

長寿命化を盛り込んだ漁港機能保全計画に基づき、今後、本格的な補修工事を計画的に

実施するほか、予防保全型管理に努め、極力維持・更新費用の縮減に努めます。 
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第４章 計画の推進体制 

１．全市的な取組体制の構築及び情報管理・共有方策 

 公共施設の修繕・更新等に関する情報は、今後整備が見込まれる固定資産台帳に反映させ

る必要があることから、各課で実施する取り組みを年度単位で集約し、台帳に反映させる取

組体制を確立します。また、これらの情報から公共施設等総合管理計画の変更、更新等が容

易に行えるようにします。 

 公共施設等総合管理計画の策定後も引き続きプロジェクトチームによる会議を開催し、各

課で所管する公共施設ごとの個別施設計画（長寿命化計画等）の策定、実施、進行管理を確

実に行うものとします。 

 

２．フォローアップの進め方について 

 本計画は、５年毎に見直しを行い、計画の進捗や社会情勢の変化などに応じて更新、改定

するものとします。 

 本計画を踏まえ策定する各所管課による個別施設計画についても、それぞれの定めるフォ

ローアップの方針にそって計画的な取り組みを実施します。 

 

３．市議会や市民との情報共有について 

本計画に基づく取り組みや変更等については、議会へ報告するとともに、パブリックコメ

ントなどを通じて市民への十分な説明を行っていきます。また、今後の個別施設計画等を実

行する際には、事前に市民との協議を行うものとします。 
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資料編 

１．公共施設等種別一覧 

市の公共施設について、「公共施設見直し手順書」に示される財産分類（細）を基本に集計・

整理し、一覧で掲載しています。 

 

別表 1 公園等 
財産分類

（小） 

財産分類

（細） 
地域 施設名称 

棟延床 

面積（㎡） 

設置

年度 
構造 管理番号 

 都市公
園 

近隣公園 

両津 福浦公園 公衆トイレ 10 1995 木造 33-1 

両津 舟場町公園 公衆トイレ 31.69 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 35-1 

両津 梅津公園 公衆トイレ 15.84 1987 木造 36-1 

両津 梅津公園 東屋 15.4 1987 木造 36-2 

両津 梅津公園 管理棟 4.9 1987 木造 36-3 

相川 相川公園 公衆トイレ 45.3 2000 木造 29-1 

佐和田 中原蓮池公園 公衆トイレ 36 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 23-1 

佐和田 城ヶ丘公園 公衆トイレ 15.21 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 25-1 

佐和田 佐和田（京町）公園 公衆トイレ 8.88 2002 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 26-1 

佐和田 鍛冶町公園 公衆トイレ 8.88 2002 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 27-1 

金井 尾花公園 公衆トイレ 21.52 1992 木造 20-1 

真野 真野公園 野外ステージ 306.48 1985 鉄骨造 28-1 

真野 真野公園 管理棟 59.62 1990 木造 28-2 

真野 真野公園 公衆トイレ 43.58 1992 木造 28-3 

真野 真野公園 倉庫 9.72 1995 軽量鉄骨造 28-4 

真野 真野公園 公衆トイレ 21.6 1990 木造 28-5 

運動公園 

佐和田 つつじヶ丘公園 管理棟 72.87 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 22-1 

佐和田 つつじヶ丘公園 公衆トイレ 52 2005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 22-2 

佐和田 つつじヶ丘公園 公衆トイレ 55.2 2014 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 22-3 

金井 金井運動公園 公衆トイレ 32 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 38-1 

金井 金井運動公園 公衆トイレ 3.25 2009 プレハブ 38-2 

赤泊 赤泊臨海運動公園 公衆トイレ 21.3 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 39-1 

赤泊 赤泊臨海運動公園 公衆トイレ 22.2 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 39-2 

 その他
の公園 

農村公園 

佐和田 佐和田ダム周辺公園 公衆トイレ（西側） 22.4 1995 木造 63-1 

佐和田 佐和田ダム周辺公園 公衆トイレ（東側） 22.4 1995 木造 63-2 

佐和田 御松農村公園 公衆トイレ 17.99 1997 木造 62-1 

佐和田 天神の杜農村公園 ゲートボール場 1040 1998 鉄骨造 80-1 

佐和田 天神の杜農村公園 トイレ 10.56 1997 木造 80-2 

金井 中興農村広場 中興子ども会館 37.54 1983 木造 57-1 

金井 大和農村公園 トイレ 5.93 1988 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 59-1 

金井 吉井本郷農村公園 トイレ 7.5 1990 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 61-1 

金井 平清水農村広場 トイレ 15.63 1995 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 58-1 

金井 平清水農村広場 水車小屋 12.77 1995 木造 58-2 

畑野 宮川農村公園 公衆トイレ 7.08 1983 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 74-1 

畑野 栗野江農村公園 トイレ 10.35 1982 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 75-1 

畑野 三宮農村公園 公衆トイレ 5.18 1986 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 76-1 

畑野 畑野農村公園 トイレ 8.06 1981 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 77-1 

畑野 目黒町農村公園 公衆トイレ 6.66 1984 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 78-1 

漁村公園 

両津 北小浦漁港公園 公衆トイレ 17.4 2012 木造 1303-1 

相川 夕鶴みさき広場 地域産物展示販売施設 66.25 1993 木造 88-1 

相川 夕鶴みさき広場 東屋 13.2 1993 木造 88-2 

相川 夕鶴みさき広場 更衣室・シャワー棟 68.9 1993 木造 88-3 

相川 夕鶴みさき広場 公衆トイレ 7.92 1993 木造 88-4 

畑野 多田漁村公園 公衆トイレ 7.2 1996 パネル造 89-1 

真野 漁港環境整備施設（真野） 公衆トイレ 52.65 2003 木造 83-1 

小木 江積・田野浦地区緑地広場 公衆トイレ 10.92 2009 木造 1304-1 

赤泊 赤泊漁港環境整備施設 三川ゲートボール場トイレ 14 1992 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ造 87-1 

その他の
公園 

両津 苔梅の郷公園（梅津城址） 炊事棟 25.2 1998 木造 98-1 

両津 苔梅の郷公園（梅津城址） トイレ 16.8 1998 木造 98-2 

両津 苔梅の郷公園（梅津城址） 学び舎 101.33 1999 木造 98-3 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

両津 苔梅の郷公園（梅津城址） 展望台 27 1999 木造 98-4 

両津 苔梅の郷公園（梅津城址） 東屋Ａ 4.5 1999 木造 98-5 

両津 苔梅の郷公園（梅津城址） 東屋Ｂ 4.5 1999 木造 98-6 

両津 赤玉杉池公園 休憩所 40.5 1969 木造 106-1 

両津 赤玉杉池公園 炊事場 16.2 1994 木造 106-2 

両津 赤玉杉池公園 公衆便所 20.29 1995 木造 106-3 

両津 赤玉杉池公園 管理棟 84.88 1989 木造 106-4 

両津 赤玉杉池公園 屋外教室棟 119.24 1989 木造 106-5 

両津 赤玉杉池公園 公衆トイレ 20.28 1989 木造 106-6 

両津 姫崎周辺園地（姫崎公園） 便所 20.6 1990 木造 108-1 

金井 金井林間公園 トイレ 15.6 1996 木造 96-1 

金井 城塚みどりの広場 公衆トイレ 12.96 2003 木造 94-1 

新穂 トキの森公園 多目的飼育ゲージ 50 1992 鉄骨造 95-1 

新穂 トキの森公園 公衆便所（女性用） 30.58 1992 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 95-2 

新穂 トキの森公園 公衆便所（男性用） 26.25 2000 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 95-3 

新穂 トキの森公園 管理棟（乗務員休憩所・倉庫） 29.75 2000 木造 95-4 

新穂 トキの森公園 多目的飼育ゲージ 100 2001 鉄骨造 95-5 

畑野 紅葉山公園 展望台 22.5 1987 木造 105-1 

畑野 紅葉山公園 展望台東屋 19.4 1994 木造 105-2 

畑野 紅葉山公園 公衆用トイレ 20 1996 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 105-3 

畑野 松ヶ崎ヒストリーパーク 番所 39.57 1990 木造 554-1 

畑野 松ヶ崎ヒストリーパーク 公衆トイレ 67.07 2001 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 554-2 

小木 埠頭公園 トイレ 14 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 984-1 

赤泊 城の山公園 展望台 555.74 2002 鉄骨造 102-1 

赤泊 城の山公園 公衆トイレ 58.72 2001 木造 102-2 

赤泊 戦道公園 トイレ 23.91 1994 木造 103-1 

赤泊 戦道公園 陣屋 24.84 1995 木造 103-2 

赤泊 太郎杉公園 展望台 77.11 1995 木造 104-1 

 

別表 2 住宅等 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

公営住宅
等 

公営住宅 

両津 大野第１住宅 1,573.2 1998 耐火構造 181-1 

両津 大野第１住宅 物置（付属施設１） 13.32 1935 耐火構造 181-2 

両津 大野第１住宅 物置（付属施設２） 26.64 1998 耐火構造 181-3 

両津 大野第１住宅 機械室（付属施設２） 24.18 1998 耐火構造 181-4 

両津 大野第２住宅 1,221.12 2002 耐火構造 182-1 

両津 大野第２住宅 物置 26.1 2002 耐火構造 182-2 

両津 大野第２住宅 プロパン庫 16 2002 耐火構造 182-3 

両津 白山第１住宅 1,664.52 2004 耐火構造 183-1 

両津 白山第２住宅 （１） 139.12 1988 木造 184-1 

両津 白山第２住宅 （２） 139.12 1988 木造 184-2 

両津 白山第２住宅 Ａ棟 178.46 2006 木造 184-3 

両津 白山第２住宅 Ｂ棟 178.46 2006 木造 184-4 

両津 白山第２住宅 Ｃ棟 179.16 2007 木造 184-5 

両津 白山第２住宅 Ｄ棟 179.16 2007 木造 184-6 

両津 歌代住宅 １号棟 147.04 1974 準耐火平屋建て 185-1 

両津 歌代住宅 ２号棟 147.04 1974 準耐火平屋建て 185-2 

両津 歌代住宅 ３号棟 147.04 1974 準耐火平屋建て 185-3 

両津 歌代住宅 ４号棟 147.04 1974 準耐火平屋建て 185-4 

両津 歌代住宅 ５号棟 147.04 1974 準耐火平屋建て 185-5 

両津 歌代住宅 ６号棟 147.04 1974 準耐火平屋建て 185-6 

両津 原黒住宅 １号棟 158.32 1993 木造 186-1 

両津 原黒住宅 ５号棟 168.54 1994 木造 186-2 

両津 原黒住宅 ７号棟 172.39 1999 木造 186-3 

両津 原黒住宅 ２号棟 158.32 1993 木造 186-4 

両津 原黒住宅 ３号棟 158.32 1993 木造 186-5 

両津 原黒住宅 ４号棟 158.32 1993 木造 186-6 

両津 原黒住宅 ６号棟 168.54 1994 木造 186-7 

両津 原黒住宅 ８号棟 172.4 1999 木造 186-8 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

両津 原黒住宅 ９号棟 172.4 1999 木造 186-9 

両津 向高野住宅１ １号棟 249.16 1978 準耐火二階建て 187-1 

両津 向高野住宅１ ２号棟 249.16 1978 準耐火二階建て 187-2 

両津 向高野住宅１ ３号棟 249.16 1978 準耐火二階建て 187-3 

両津 向高野住宅１ ４号棟 249.16 1979 準耐火二階建て 187-4 

両津 向高野住宅１ ５号棟 249.16 1980 準耐火二階建て 187-5 

両津 向高野住宅１ ６号棟 249.16 1980 準耐火二階建て 187-6 

両津 向高野住宅１ ７号棟 249.16 1981 準耐火二階建て 187-7 

両津 向高野住宅２ １号棟 264.94 1988 木造 188-1 

両津 向高野住宅２ ２号棟 264.94 1988 木造 188-2 

両津 住吉住宅 １号棟 99.35 1990 木造 189-1 

両津 住吉住宅 ２号棟 99.35 1990 木造 189-2 

両津 住吉住宅 ３号棟 99.35 1990 木造 189-3 

両津 住吉住宅 ４号棟 99.35 1990 木造 189-4 

両津 住吉住宅 ５号棟 132.47 1991 木造 189-5 

両津 住吉住宅 ６号棟 132.47 1991 木造 189-6 

両津 住吉住宅 ７号棟 132.47 1991 木造 189-7 

両津 住吉住宅 ８号棟 132.47 1991 木造 189-8 

両津 住吉住宅 ９号棟 132.47 1991 木造 189-9 

両津 中高野住宅 １号棟 168.3 1958 準耐火平屋建て 190-1 

両津 中高野住宅 ２号棟 168.3 1958 準耐火平屋建て 190-2 

両津 中高野住宅 ３号棟 168.3 1958 準耐火平屋建て 190-3 

両津 中高野住宅 ４号棟 136 1970 準耐火平屋建て 190-4 

両津 中高野住宅 ５号棟 136 1970 準耐火平屋建て 190-5 

両津 中高野住宅 ６号棟 136 1970 準耐火平屋建て 190-6 

両津 中高野住宅 ７号棟 136 1971 準耐火平屋建て 190-7 

両津 中高野住宅 ８号棟 136 1971 準耐火平屋建て 190-8 

両津 中高野住宅 ９号棟 136 1973 準耐火平屋建て 190-9 

両津 中高野住宅 １０号棟 136 1973 準耐火平屋建て 190-10 

両津 中高野住宅 １１号棟 136 1973 準耐火平屋建て 190-11 

両津 中高野住宅 １２号棟 136 1973 準耐火平屋建て 190-12 

両津 中高野住宅 １３号棟 109.28 1985 木造 190-13 

両津 中高野住宅 １４号棟 109.28 1985 木造 190-14 

両津 中高野単独住宅 １号棟 178.5 1972 木造 191-1 

両津 中高野単独住宅 ２号棟 178.5 1972 木造 191-2 

両津 中高野単独住宅 ３号棟 178.5 1972 木造 191-3 

両津 福浦住宅 １号棟 109.28 1987 木造 192-1 

両津 福浦住宅 ２号棟 109.28 1987 木造 192-2 

両津 上横山住宅 Ａ棟 172.2 2007 木造 1228-1 

両津 上横山住宅 Ｂ棟 172.2 2007 木造 1228-2 

両津 上横山住宅 Ｃ棟 172.2 2007 木造 1228-3 

両津 上横山住宅 Ｄ棟 172.2 2007 木造 1228-4 

両津 上横山住宅 Ｅ棟 172.2 2007 木造 1228-5 

相川 おりと住宅 1,292.06 1978 耐火構造 158-1 

相川 下戸向野住宅 １号 101.82 1971 準耐火平屋建て 159-1 

相川 下戸向野住宅 ２号 101.82 1971 準耐火平屋建て 159-2 

相川 下戸向野住宅 ３号 89.32 1971 準耐火平屋建て 159-3 

相川 下戸村住宅 ２号 89.68 1965 木造 161-1 

相川 下戸浜住宅 １号 80.88 1998 木造 162-1 

相川 下戸浜住宅 ２号 80.88 1998 木造 162-2 

相川 栄町住宅 野かんぞう棟 940.54 1991 耐火構造 163-1 

相川 栄町住宅 あやめ棟 940.54 1996 耐火構造 163-2 

相川 栄町住宅 あさがお棟 941 1997 耐火構造 163-3 

相川 坂下町住宅 １号 50.9 1978 木造 164-1 

相川 坂下町住宅 ３号 46.03 1978 木造 164-2 

相川 新五郎町住宅 ４号棟 83.37 1972 木造 166-1 

相川 新五郎町住宅 ８号棟 77.68 1974 木造 166-2 

相川 濁川住宅 １号棟 34.9 1962 木造 168-1 

相川 濁川町住宅 113.18 1975 木造 169-1 

佐和田 岩野住宅 １号－５号 166.28 1974 準耐火平屋建て 130-1 

佐和田 岩野住宅 ６号－１０号 166.28 1974 準耐火平屋建て 130-2 
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佐和田 岩野住宅 １１号－１３号 124.71 1975 準耐火平屋建て 130-3 

佐和田 岩野住宅 １５号－１７号 124.71 1975 準耐火平屋建て 130-4 

佐和田 開小路住宅 １号 31.5 1956 木造 131-1 

佐和田 開小路住宅 ２号 31.5 1956 木造 131-2 

佐和田 開小路住宅 ５号 31.5 1956 木造 131-3 

佐和田 開小路住宅 ７号 29.7 1959 木造 131-4 

佐和田 開小路住宅 １０号 29.7 1959 木造 131-5 

佐和田 沢根田上住宅 １号 73.4 1994 木造 133-1 

佐和田 沢根田上住宅 ２号 73.4 1994 木造 133-2 

佐和田 沢根田上住宅 ３号 73.4 1994 木造 133-3 

佐和田 沢根田上住宅 ５号 73.4 1994 木造 133-4 

佐和田 沢根田上住宅 ６号 73.4 1994 木造 133-5 

佐和田 沢根田上住宅 ７号 73.4 1995 木造 133-6 

佐和田 沢根田上住宅 ８号 73.4 1995 木造 133-7 

佐和田 沢根田上住宅 １０号 73.4 1995 木造 133-8 

佐和田 沢根田上住宅 １１号 73.4 1995 木造 133-9 

佐和田 沢根田上住宅 １２号 73.4 1995 木造 133-10 

佐和田 中島１区住宅 ３号 32.4 1966 木造 134-1 

佐和田 中島１区住宅 ５号 32.4 1966 木造 134-2 

佐和田 中島１区住宅 ７号 32.4 1966 木造 134-3 

佐和田 中島１区住宅 ８号 32.4 1966 木造 134-4 

佐和田 中島２区住宅 ２号－５号 94.77 1970 準耐火平屋建て 135-1 

佐和田 中島２区住宅 ６号－１０号 126.36 1970 準耐火平屋建て 135-2 

佐和田 中島２区住宅 １１号－１５号 126.36 1970 準耐火平屋建て 135-3 

佐和田 中島２区住宅 １６号－２０号 126.36 1970 準耐火平屋建て 135-4 

佐和田 中原蓮池住宅 １－５ 277.3 1976 準耐火二階建て 136-1 

佐和田 中原蓮池住宅 ６－１０ 277.3 1977 準耐火二階建て 136-2 

佐和田 中原蓮池住宅 １１－１７ 388.22 1978 準耐火二階建て 136-3 

佐和田 中原蓮池住宅 １８－２３ 332.76 1979 準耐火二階建て 136-4 

佐和田 中原蓮池住宅 ２４－２８ 277.3 1980 準耐火二階建て 136-5 

佐和田 八幡野田住宅 １号－６号 241.2 1975 準耐火平屋建て 137-1 

佐和田 八幡野田住宅 ７号－１２号 241.2 1976 準耐火平屋建て 137-2 

佐和田 八幡野田住宅 １３号－１８号 241.2 1976 準耐火平屋建て 137-3 

佐和田 八幡野田住宅 ２０号－２２号 144.72 1977 準耐火平屋建て 137-4 

佐和田 八幡野田住宅 ２３号－２６号 144.72 1977 準耐火平屋建て 137-5 

佐和田 八幡野田住宅 ２７号－３０号 144.72 1977 準耐火平屋建て 137-6 

佐和田 八幡野田住宅 ３１号－３５号 192.96 1978 準耐火平屋建て 137-7 

佐和田 八幡野田住宅 ３６号－４０号 192.96 1978 準耐火平屋建て 137-8 

佐和田 八幡野田住宅 １０１号・１０２号 120.88 1989 木造 137-9 

佐和田 八幡野田住宅 １０３号・１０５号 120.88 1989 木造 137-10 

佐和田 八幡野田住宅 １０６号 120.88 1990 木造 137-11 

佐和田 八幡野田住宅 １０７号・１０８号 120.88 1990 木造 137-12 

佐和田 八幡野田住宅 １１０号 60.44 1990 木造 137-13 

佐和田 八幡野田住宅 １１１号・１１２号 60.44 1990 木造 137-14 

金井 泉住宅 ２号棟 175.18 1979 準耐火平屋建て 122-1 

金井 泉住宅 ３号棟 175.18 1979 準耐火平屋建て 122-2 

金井 泉住宅 １号棟 175.18 1979 準耐火平屋建て 122-3 

金井 木戸沢住宅 Ａ棟 355.4 1998 木造 123-1 

金井 木戸沢住宅 Ｂ棟 385.5 1999 木造 123-2 

金井 木戸沢住宅 Ｃ棟 464.6 2000 木造 123-3 

金井 木戸沢住宅 Ｄ棟 464.6 2001 木造 123-4 

金井 木戸沢第２住宅 １号棟 255.5 1977 準耐火平屋建て 124-1 

金井 木戸沢第２住宅 ２号棟 204.4 1977 準耐火平屋建て 124-2 

金井 木戸沢第２住宅 ３号棟 270.5 1978 準耐火平屋建て 124-3 

金井 木戸沢第２住宅 ４号棟 216.4 1978 準耐火平屋建て 124-4 

金井 木戸沢第２住宅 ５号棟 389.4 1980 準耐火二階建て 124-5 

金井 木戸沢第２住宅 ６号棟 259.6 1980 準耐火二階建て 124-6 

金井 木戸沢第３住宅 １号棟 278.68 1996 木造 125-1 

金井 木戸沢第３住宅 ２号棟 278.68 1996 木造 125-2 

金井 （特）木戸沢第３住宅 １号棟 278.68 1995 木造 125-3 

金井 千種西下住宅 第二 270.2 2003 木造 126-1 
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金井 千種西下住宅 第三 270.2 2004 木造 126-2 

金井 千種西下住宅 第一 198.3 2002 木造 126-3 

金井 千種西下住宅 第四 270.2 2005 木造 126-4 

金井 吉井住宅 ６号棟 122.6 1990 木造 127-1 

金井 吉井住宅 ７号棟 183.9 1990 木造 127-2 

金井 吉井住宅 Ａ棟 211.98 2011 木造 127-3 

金井 吉井住宅 Ｂ棟 317.98 2011 木造 127-4 

金井 吉井住宅 Ｇ棟 158.99 2014 木造 127-5 

金井 吉井住宅 ８号棟 64.8 1991 木造 127-6 

金井 吉井住宅 ９号棟 64.8 1991 木造 127-7 

金井 吉井住宅 １０号棟 64.8 1991 木造 127-8 

金井 吉井住宅 １１号棟 64.8 1991 木造 127-9 

金井 吉井住宅 １２号棟 64.8 1991 木造 127-10 

金井 吉井住宅 Ｅ棟 158.99 2012 木造 127-11 

金井 吉井住宅 Ｆ棟 158.99 2012 木造 127-12 

金井 吉井住宅 Ｃ棟 158.99 2013 木造 127-13 

金井 吉井住宅 Ｄ棟 158.99 2013 木造 127-14 

金井 吉井住宅 Ｈ棟 105.99 2014 木造 127-15 

金井 吉井第２住宅 １号棟 122.64 1981 木造 128-1 

金井 吉井第２住宅 ２号棟 122.64 1981 木造 128-2 

金井 吉井第２住宅 ３号棟 122.64 1981 木造 128-3 

金井 吉井第２住宅 ４号棟 122.64 1981 木造 128-4 

金井 吉井第２住宅 ６号棟 122.64 1981 木造 128-5 

金井 吉井第２住宅 ７号棟 122.64 1981 木造 128-6 

金井 吉井第２住宅 ８号棟 64.7 1992 木造 128-7 

金井 吉井第２住宅 ９号棟 64.7 1992 木造 128-8 

金井 吉井第２住宅 １０号棟 64.7 1992 木造 128-9 

金井 吉井第２住宅 １１号棟 64.7 1992 木造 128-10 

金井 吉井第２住宅 １２号棟 64.7 1992 木造 128-11 

金井 吉井第２住宅 １３号棟 64.7 1994 木造 128-12 

金井 吉井第２住宅 １４号棟 64.7 1994 木造 128-13 

金井 吉井第２住宅 １５号棟 64.7 1994 木造 128-14 

金井 吉井第２住宅 １６号棟 64.7 1994 木造 128-15 

金井 吉井第２住宅 １７号棟 64.7 1995 木造 128-16 

金井 吉井第２住宅 １８号棟 64.7 1995 木造 128-17 

金井 吉井第２住宅 １９号棟 64.7 1995 木造 128-18 

金井 吉井第２住宅 ２０号棟 64.7 1995 木造 128-19 

金井 吉井第２住宅 集会場 64.8 1992 木造 128-20 

金井 （特）吉井第２住宅 １号棟 64.7 1994 木造 128-21 

金井 （特）吉井第２住宅 ２号棟 64.7 1994 木造 128-22 

金井 吉井第３住宅 309.86 2002 木造 129-1 

新穂 青木第１住宅 １号棟 66.57 1988 木造 139-1 

新穂 青木第１住宅 ２号棟 66.57 1988 木造 139-2 

新穂 青木第１住宅 ３号棟 66.57 1988 木造 139-3 

新穂 青木第１住宅 ４号棟 66.57 1988 木造 139-4 

新穂 青木第１住宅 ５号棟 66.57 1988 木造 139-5 

新穂 青木第１住宅 ６号棟 66.57 1989 木造 139-6 

新穂 青木第１住宅 ７号棟 66.57 1989 木造 139-7 

新穂 青木第１住宅 ８号棟 66.57 1989 木造 139-8 

新穂 青木第１住宅 ９号棟 66.57 1989 木造 139-9 

新穂 青木第１住宅 １０号棟 66.57 1989 木造 139-10 

新穂 青木第２住宅 １号棟 76.18 1993 木造 140-1 

新穂 青木第２住宅 ２号棟 67.07 1993 木造 140-2 

新穂 青木第２住宅 ３号棟 67.07 1993 木造 140-3 

新穂 青木第２住宅 ４号棟 67.07 1993 木造 140-4 

新穂 青木第２住宅 ５号棟 76.18 1993 木造 140-5 

新穂 青木第２住宅 ６号棟 76.18 1993 木造 140-6 

新穂 青木第２住宅 ７号棟 76.18 1993 木造 140-7 

新穂 青木第２住宅 ８号棟 67.07 1993 木造 140-8 

新穂 青木第２住宅 ９号棟 67.07 1993 木造 140-9 

新穂 青木第２住宅 １０号棟 67.07 1994 木造 140-10 
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新穂 青木第２住宅 １１号棟 76.18 1994 木造 140-11 

新穂 青木第２住宅 １２号棟 76.18 1994 木造 140-12 

新穂 青木第２住宅 １３号棟 76.18 1994 木造 140-13 

新穂 青木第２住宅 １４号棟 76.18 1995 木造 140-14 

新穂 青木第２住宅 １５号棟 76.18 1995 木造 140-15 

新穂 青木第２住宅 １６号棟 76.18 1995 木造 140-16 

新穂 井内住宅 １号棟 189.39 1984 準耐火平屋建て 141-1 

新穂 井内住宅 ２号棟 189.39 1984 準耐火平屋建て 141-2 

新穂 井内住宅 ３号棟 189.39 1984 準耐火平屋建て 141-3 

新穂 井内住宅 ４号棟 126.26 1984 準耐火平屋建て 141-4 

新穂 潟上第一住宅 １号棟 350.4 1981 準耐火平屋建て 142-1 

新穂 潟上第一住宅 ２号棟 350.4 1981 準耐火平屋建て 142-2 

新穂 馬場住宅 １号棟 289.44 1978 準耐火平屋建て 143-1 

新穂 馬場住宅 ２号棟 289.44 1978 準耐火平屋建て 143-2 

新穂 馬場第二住宅 １号棟 241.2 1980 準耐火平屋建て 144-1 

新穂 瓜生屋第１住宅 １号棟 92.74 1997 木造 145-1 

新穂 瓜生屋第１住宅 ２号棟 92.74 1997 木造 145-2 

新穂 瓜生屋第１住宅 ３号棟 92.74 1998 木造 145-3 

新穂 瓜生屋第１住宅 ４号棟 92.74 1998 木造 145-4 

新穂 瓜生屋第１住宅 ５号棟 155.67 1998 木造 145-5 

新穂 瓜生屋第１住宅 ６号棟 155.67 1999 木造 145-6 

新穂 瓜生屋第１住宅 ７号棟 155.67 1999 木造 145-7 

新穂 瓜生屋第１住宅 ８号棟 155.67 1999 木造 145-8 

新穂 瓜生屋第２住宅 １号棟 155.67 2001 木造 146-1 

新穂 瓜生屋第２住宅 ２号棟 155.67 2001 木造 146-2 

新穂 瓜生屋第２住宅 ３号棟 155.67 2002 木造 146-3 

新穂 瓜生屋第２住宅 ４号棟 155.67 2002 木造 146-4 

新穂 瓜生屋第２住宅 ５号棟 155.67 2003 木造 146-5 

新穂 瓜生屋第２住宅 ６号棟 155.67 2005 木造 146-6 

畑野 後稲葉住宅 Ａ棟 309.16 2001 木造 171-1 

畑野 後稲葉住宅 Ｂ棟 183.01 2001 木造 171-2 

畑野 後稲葉住宅 Ｃ棟 183.01 2001 木造 171-3 

畑野 後稲葉住宅 Ｄ棟 183.01 2001 木造 171-4 

畑野 （特）後稲葉住宅 Ｅ棟 309.16 2001 木造 171-5 

畑野 後何代住宅（１） １号 61.57 1984 木造 172-1 

畑野 後何代住宅（１） ２号 61.57 1984 木造 172-2 

畑野 後何代住宅（１） ３号 61.57 1984 木造 172-3 

畑野 後何代住宅（１） ４号 61.57 1984 木造 172-4 

畑野 後何代住宅（１） ５号 61.57 1984 木造 172-5 

畑野 後何代住宅（１） ６号 61.57 1984 木造 172-6 

畑野 後何代住宅（１） ７号 61.57 1984 木造 172-7 

畑野 後何代住宅（１） ８号 61.57 1984 木造 172-8 

畑野 後何代住宅（１） ９号 61.57 1984 木造 172-9 

畑野 後何代住宅（１） １０号 61.57 1984 木造 172-10 

畑野 後何代住宅（２） １号 70.38 1993 木造 173-1 

畑野 後何代住宅（２） ２号 70.38 1993 木造 173-2 

畑野 後何代住宅（２） ３号 70.38 1993 木造 173-3 

畑野 後何代住宅（２） ４号 70.38 1993 木造 173-4 

畑野 後何代住宅（２） ５号 70.38 1993 木造 173-5 

畑野 後何代住宅（２） ６号 70.38 1992 木造 173-6 

畑野 後何代住宅（２） ７号 70.38 1992 木造 173-7 

畑野 後何代住宅（２） ８号 70.38 1992 木造 173-8 

畑野 後何代住宅（２） ９号 70.38 1992 木造 173-9 

畑野 後何代住宅（２） １０号 70.38 1992 木造 173-10 

畑野 榎田住宅 Ａ棟 153.71 2002 木造 174-1 

畑野 榎田住宅 Ｂ棟 153.71 2002 木造 174-2 

畑野 榎田住宅 Ｃ棟 153.71 2002 木造 174-3 

畑野 榎田住宅 Ｄ棟 153.71 2002 木造 174-4 

畑野 榎田住宅 Ｆ棟 153.71 2002 木造 174-5 

畑野 榎田住宅 Ｅ棟 153.71 2002 木造 174-6 

畑野 野高屋住宅（１） １０５号棟 218.61 2007 木造 175-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

畑野 野高屋住宅（１） １０６号棟 218.61 2007 木造 175-2 

畑野 野高屋住宅（１） １０７号棟 218.61 2007 木造 175-3 

畑野 野高屋住宅（１） １０８号棟 163.96 2007 木造 175-4 

畑野 野高屋住宅（１） １０９号棟 163.96 2008 木造 175-5 

畑野 野高屋住宅（２） １１０号棟 163.96 2008 木造 176-1 

畑野 野高屋住宅（２） １１１号棟 163.96 2008 木造 176-2 

畑野 野高屋住宅（２） １１２号棟 163.96 2008 木造 176-3 

畑野 野高屋住宅（２） １１３号棟 163.96 2008 木造 176-4 

畑野 野高屋住宅（３） １０１号棟 163.96 2006 木造 177-1 

畑野 野高屋住宅（３） １０２号棟 109.3 2006 木造 177-2 

畑野 野高屋住宅（３） １０３号棟 163.96 2006 木造 177-3 

畑野 野高屋住宅（３） １０４号棟 163.96 2006 木造 177-4 

畑野 宮川住宅（１） １号棟 61.56 1986 木造 178-1 

畑野 宮川住宅（１） ２号棟 61.56 1986 木造 178-2 

畑野 宮川住宅（１） ３号棟 61.56 1986 木造 178-3 

畑野 宮川住宅（１） ４号棟 61.56 1986 木造 178-4 

畑野 宮川住宅（１） ５号棟 61.56 1986 木造 178-5 

畑野 宮川住宅（２） １号棟 292.95 1981 木造 179-1 

畑野 宮川住宅（２） ２号棟 292.95 1981 木造 179-2 

畑野 宮川住宅（３） １号 96.05 2003 木造 180-1 

畑野 宮川住宅（３） ２号 96.05 2003 木造 180-2 

畑野 宮川住宅（３） ３号 96.05 2003 木造 180-3 

畑野 宮川住宅（３） ４号 96.05 2003 木造 180-4 

畑野 宮川住宅（３） ５号 96.05 2003 木造 180-5 

畑野 宮川住宅（３） ６号 96.05 2003 木造 180-6 

畑野 宮川住宅（３） ７号 96.05 2003 木造 180-7 

畑野 宮川住宅（３） ８号 96.05 2003 木造 180-8 

真野 第１浜中住宅 １号棟 269.4 1975 準耐火平屋建て 147-1 

真野 第１浜中住宅 ２号棟 449 1975 準耐火平屋建て 147-2 

真野 第１浜中住宅 ３号棟 449 1976 準耐火平屋建て 147-3 

真野 第１浜中住宅 ４号棟 359.2 1976 準耐火平屋建て 147-4 

真野 第１浜中住宅 ５号棟 179.6 1976 準耐火平屋建て 147-5 

真野 第１吉岡住宅 （１号） 68.45 1987 木造 148-1 

真野 第１吉岡住宅 （２号） 68.45 1987 木造 148-2 

真野 第１吉岡住宅 （３号） 68.45 1987 木造 148-3 

真野 第１吉岡住宅 （４号） 68.45 1987 木造 148-4 

真野 第１吉岡住宅 （５号） 68.45 1987 木造 148-5 

真野 第１吉岡住宅 （６号） 68.45 1987 木造 148-6 

真野 第１吉岡住宅 （７号） 68.45 1987 木造 148-7 

真野 第１吉岡住宅 （８号） 68.45 1988 木造 148-8 

真野 第１吉岡住宅 （９号） 68.45 1988 木造 148-9 

真野 第１吉岡住宅 （１０号） 68.45 1988 木造 148-10 

真野 第１吉岡住宅 （１１号） 68.45 1988 木造 148-11 

真野 第１吉岡住宅 （１２号） 68.45 1988 木造 148-12 

真野 第１吉岡住宅 （１３号） 68.45 1988 木造 148-13 

真野 第１吉岡住宅 （１４号） 68.45 1988 木造 148-14 

真野 第１吉岡住宅 （１５号） 68.45 1988 木造 148-15 

真野 第１吉岡住宅 （１６号） 68.45 1988 木造 148-16 

真野 第１吉岡住宅 （１７号） 68.45 1988 木造 148-17 

真野 第２浜中住宅 １号棟 144.6 1977 準耐火平屋建て 149-1 

真野 第２浜中住宅 ２号棟 144.6 1977 準耐火平屋建て 149-2 

真野 第２浜中住宅 ３号棟 192.8 1977 準耐火平屋建て 149-3 

真野 第２吉岡住宅 （１号） 69.56 1995 木造 150-1 

真野 第２吉岡住宅 （２号） 69.56 1995 木造 150-2 

真野 第２吉岡住宅 （３号） 69.56 1995 木造 150-3 

真野 第２吉岡住宅 （４号） 69.56 1995 木造 150-4 

真野 第２吉岡住宅 （５号） 69.56 1995 木造 150-5 

真野 第２吉岡住宅 （６号） 69.56 1995 木造 150-6 

真野 第２吉岡住宅 （７号） 69.56 1995 木造 150-7 

真野 第２吉岡住宅 （８号） 69.56 1995 木造 150-8 

真野 第２吉岡住宅 （９号） 69.56 1995 木造 150-9 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

真野 第２吉岡住宅 （１０号） 69.56 1996 木造 150-10 

真野 第２吉岡住宅 （１１号） 69.56 1996 木造 150-11 

真野 第２吉岡住宅 （１２号） 69.56 1996 木造 150-12 

真野 第２吉岡住宅 （１３号） 69.56 2003 木造 150-13 

真野 第２吉岡住宅 （１４号） 69.56 2003 木造 150-14 

真野 第２吉岡住宅 （１５号） 69.56 2003 木造 150-15 

真野 第２吉岡住宅 （１６号） 69.56 2003 木造 150-16 

真野 第２吉岡住宅 （１７号） 69.56 2003 木造 150-17 

真野 第２吉岡住宅 （１８号） 69.56 2003 木造 150-18 

真野 浜田住宅 （２号） 32.4 1968 木造 151-1 

真野 浜田住宅 （３号） 32.4 1968 木造 151-2 

真野 浜田住宅 （４号） 32.4 1968 木造 151-3 

真野 浜田住宅 （５号） 32.4 1968 木造 151-4 

真野 浜田住宅 （７号） 32.4 1968 木造 151-5 

真野 浜田住宅 （８号） 32.4 1968 木造 151-6 

真野 浜田住宅 （９号） 32.4 1968 木造 151-7 

真野 浜田住宅 （１０号） 32.4 1968 木造 151-8 

真野 新町住宅 （１号） 68.45 1993 木造 152-1 

真野 新町住宅 （２号） 68.45 1993 木造 152-2 

真野 新町住宅 （３号） 68.45 1993 木造 152-3 

真野 新町住宅 （４号） 68.45 1993 木造 152-4 

真野 新町住宅 （５号） 68.45 1993 木造 152-5 

真野 新町住宅 （６号） 68.45 1993 木造 152-6 

真野 新町住宅 （７号） 68.45 1993 木造 152-7 

真野 新町住宅 （８号） 68.45 1993 木造 152-8 

真野 新町住宅 （９号） 68.45 1993 木造 152-9 

真野 新町住宅 （１０号） 68.45 1993 木造 152-10 

真野 （特）新町住宅 （１１号） 69.56 2002 木造 152-11 

真野 （特）新町住宅 （１２号） 69.56 2002 木造 152-12 

真野 （特）新町住宅 （１３号） 69.56 2001 木造 152-13 

真野 （特）新町住宅 （１４号） 69.56 2001 木造 152-14 

真野 （特）新町住宅 （１５号） 69.56 2001 木造 152-15 

真野 （特）新町住宅 （１６号） 69.56 2002 木造 152-16 

真野 （特）新町住宅 （１７号） 69.56 2002 木造 152-17 

小木 木野浦住宅１ （二戸建） 143 1992 木造 138-1 

小木 木野浦住宅１ （三戸建） 214.5 1992 木造 138-2 

小木 （特）木野浦住宅２ （二戸建） 143 1995 木造 138-3 

小木 （特）木野浦住宅３ （一戸建） 71.5 1995 木造 138-4 

小木 （特）木野浦住宅３ （二戸建） 143 1996 木造 138-5 

羽茂 天沢住宅１ １号 96.47 1997 木造 117-1 

羽茂 天沢住宅１ １号２号 119.24 1984 木造 117-2 

羽茂 天沢住宅１ ３号５号 119.24 1984 木造 117-3 

羽茂 天沢住宅１ ６号７号 119.24 1984 木造 117-4 

羽茂 天沢住宅１ １１号１２号 125.86 1984 木造 117-5 

羽茂 天沢住宅１ １３号１４号 125.86 1984 木造 117-6 

羽茂 （特）天沢住宅２ １号 96.47 1997 木造 118-1 

羽茂 （特）天沢住宅２ ２号 83.95 1997 木造 118-2 

羽茂 （特）天沢住宅２ ３号 96.47 1997 木造 118-3 

羽茂 （特）天沢住宅２ ５号 83.95 1997 木造 118-4 

羽茂 （特）天沢住宅２ ６号 83.95 1997 木造 118-5 

羽茂 （特）天沢住宅２ ７号 83.95 1997 木造 118-6 

羽茂 （特）天沢住宅２ ８号 96.47 1997 木造 118-7 

羽茂 （特）天沢住宅２ １０号 83.95 1997 木造 118-8 

羽茂 （特）天沢住宅２ １１号 96.47 1997 木造 118-9 

羽茂 （特）天沢住宅２ １２号 83.95 1997 木造 118-10 

羽茂 （特）天沢住宅２ １３号 83.95 1997 木造 118-11 

羽茂 （特）天沢住宅２ １４号 83.95 1997 木造 118-12 

羽茂 本郷住宅 ５号６号 161.76 1990 木造 121-1 

羽茂 本郷住宅 ７号 76.17 1999 木造 121-2 

羽茂 本郷住宅 ８号 64.58 1999 木造 121-3 

羽茂 羽茂住宅 ７号棟 52.17 2008 木造 1229-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

羽茂 羽茂住宅 １０号棟 78.67 2008 木造 1229-2 

羽茂 羽茂住宅 １１号棟 78.67 2008 木造 1229-3 

羽茂 羽茂住宅 １２号棟 52.17 2008 木造 1229-4 

羽茂 羽茂住宅 １３号棟 52.17 2008 木造 1229-5 

羽茂 羽茂住宅 １５号棟 52.17 2008 木造 1229-6 

羽茂 羽茂住宅 １６号棟 52.17 2008 木造 1229-7 

羽茂 羽茂住宅 １７号棟 52.17 2008 木造 1229-8 

羽茂 羽茂住宅 １８号棟 52.17 2008 木造 1229-9 

羽茂 羽茂住宅 ２０号棟 78.67 2008 木造 1229-10 

羽茂 羽茂住宅 ２１号棟 78.67 2008 木造 1229-11 

羽茂 羽茂住宅 １号棟 52.17 2006 木造 1229-12 

羽茂 羽茂住宅 ２号棟 52.17 2006 木造 1229-13 

羽茂 羽茂住宅 ３号棟 52.17 2006 木造 1229-14 

羽茂 羽茂住宅 ８号棟 52.17 2006 木造 1229-15 

羽茂 羽茂住宅 ５号棟 78.67 2006 木造 1229-16 

羽茂 羽茂住宅 ６号棟 78.67 2006 木造 1229-17 

赤泊 赤泊住宅 １号 77.83 1987 木造 153-1 

赤泊 赤泊住宅 ２号 77.83 1987 木造 153-2 

赤泊 赤泊住宅 ３号 72.86 1988 木造 153-3 

赤泊 赤泊住宅 ４号 72.86 1988 木造 153-4 

赤泊 浦津住宅 １～４号 198.75 2000 木造 154-1 

赤泊 浦津住宅 ５号 39.74 2000 木造 154-2 

赤泊 浦津住宅 ６号 39.74 2001 木造 154-3 

赤泊 小熊住宅 Ｅ棟 80.47 2007 木造 155-1 

赤泊 小熊住宅 Ｃ棟 80.47 2007 木造 155-2 

赤泊 小熊住宅 Ｄ棟 80.47 2007 木造 155-3 

赤泊 （特）小熊住宅 １号棟 160.42 2005 木造 155-4 

赤泊 （特）小熊住宅 ２号棟 160.42 2005 木造 155-5 

赤泊 真浦住宅 １号 79.99 1994 木造 156-1 

赤泊 真浦住宅 ２号 79.99 1994 木造 156-2 

赤泊 （特）真浦団地 ３号 86.62 1995 木造 156-3 

赤泊 （特）真浦団地 ４号 86.62 1995 木造 156-4 

赤泊 （特）真浦団地 ５号 86.62 1995 木造 156-5 

赤泊 （特）真浦団地 ６号 86.62 1996 木造 156-6 

赤泊 （特）真浦団地 ７・８号 86.12 1996 木造 156-7 

赤泊 （特）真浦団地 ９・１０号 86.12 1997 木造 156-8 

赤泊 （特）真浦団地 １１・１２号 75.34 1997 木造 156-9 

赤泊 （特）真浦団地 １３号 44.3 1997 木造 156-10 

専用住宅
等 

職員住宅 

両津 鷲崎教職員住宅 375 1976 木造 211-1 

両津 両津病院医師集合住宅 553.893 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 213-1 

両津 両津病院医師住宅 （2 号） 132.07 1966 木造 214-1 

両津 両津病院医師住宅 （1 号） 140.387 1966 木造 224-1 

両津 両津病院医師住宅 （3 号） 115.57 1966 木造 225-1 

両津 両津病院医師住宅 A 棟 272 2007 木造 226-1 

相川 相川教職員住宅 79.48 1996 木造 202-1 

相川 相川病院相川下京町医師住宅 124.01 1983 木造 220-1 

相川 相川病院相川四十物町医師住宅 125.27 1987 木造 221-1 

相川 相川病院相川米屋町医師住宅 106.15 1982 木造 222-1 

新穂 新穂医師住宅（内科）  175.27 1977 木造 216-1 

新穂 新穂医師住宅（内科）  14.9 1993 木造 216-2 

新穂 新穂歯科医師住宅（歯科） 114.127 1993 木造 217-1 

新穂 井内教職員住宅 175.17 1984 軽量鉄骨造 198-1 

畑野 多田教職員住宅 112.6 1999 木造 194-1 

畑野 コーポハウス多田（2 種） 202.15 2001 木造 195-1 

畑野 コーポハウス多田（1 種） 195 1998 木造 203-1 

畑野 コーポハウス多田（1 種） 56.31 1999 木造 203-2 

畑野 コーポハウス畑野 184.8 1991 木造 204-1 

畑野 宮川教職員住宅 55.99 1985 木造 206-1 

畑野 宮川教職員住宅 55.99 1985 木造 206-2 

畑野 宮川教職員住宅 55.99 1985 木造 206-3 

畑野 宮川教職員住宅 55.99 1985 木造 206-4 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

真野 真野教職員住宅 462 1995 木造 199-1 

羽茂 羽茂病院医師住宅 Ａ棟 134.98 1994 木造 215-1 

羽茂 羽茂病院医師住宅 Ｂ棟 134.98 1991 木造 215-2 

羽茂 羽茂病院医師住宅 Ｃ棟 134.98 1991 木造 215-3 

羽茂 羽茂病院医師住宅 車庫 18.09 1992 木造 215-4 

羽茂 羽茂本郷教職員住宅 504.6 1973 鉄骨造 197-1 

赤泊 赤泊医師住宅（内科） 105.16 1988 木造 218-1 

赤泊 赤泊医師住宅（歯科） 76.17 1998 木造 219-1 

赤泊 浦津教職員住宅 １・２号棟 94 1993 木造 200-1 

赤泊 浦津教職員住宅 ３・４号棟 94 1993 木造 200-2 

赤泊 浦津教職員住宅 ５・６号棟 94 1994 木造 200-3 

赤泊 浦津教職員住宅 ７・８号棟 94 1994 木造 200-4 

赤泊 浦津教職員住宅 ９号棟 55 1995 木造 200-5 

赤泊 浦津教職員住宅 １０号棟 55 1995 木造 200-6 

※：公営住宅の構造については、公営住宅法施行令に基づき記載しています。 

 

 

別表 3 民生関連施設 
財産分類

（小） 

財産分類

（細） 
地域 施設名称 

棟延床 

面積（㎡） 

設置

年度 
構造 管理番号 

児童福祉 
施設 

常設 

保育所 

両津 夷保育園 638.42 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 354-1 

両津 河崎保育園 574 1971 木造 357-1 

両津 吉井保育園 462.44 1976 木造 358-1 

両津 吉井保育園 車庫 26.5 1977 木造 358-2 

両津 椎崎保育園 581 1972 木造 359-1 

両津 梅津保育園 1,111.3 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 360-1 

両津 湊保育園 827.8 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 361-1 

両津 両尾保育園 300.6 1974 木造 362-1 

相川 たかち保育園 443.86 2002 木造 346-1 

相川 稲鯨保育園 481.95 1978 木造 347-1 

相川 相川保育園 681.93 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 348-1 

佐和田 河原田保育園 1,027.59 1982 木造 337-1 

佐和田 沢根保育園 559.83 1987 木造 339-1 

佐和田 沢根保育園（増築） 24.3 2001 木造 339-2 

佐和田 八幡保育園 944.64 1980 木造 340-1 

金井 金井新保保育園 747.83 1983 木造 334-1 

金井 金井保育園 868.99 1978 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 335-1 

金井 中興保育園 635.85 1979 木造 336-1 

新穂 新穂トキっ子保育園 1455.9 2002 木造 342-1 

新穂 新穂トキっ子保育園 屋外トイレ 8.27 2003 木造 342-2 

畑野 川西保育園 488.98 1978 木造 351-1 

畑野 多田保育園 271.63 2001 木造 352-1 

畑野 畑野保育園 743.76 1989 木造 353-1 

真野 真野第２保育園 318.95 2007 木造 344-1 

小木 小木子どもセンター 小木保育園 438.08 2005 木造 341-1 

小木 小木子どもセンター 共有スペース 454.97 2005 木造 341-2 

小木 小木子どもセンター 車庫 54 2012 軽量鉄骨造 341-3 

小木 小木子どもセンター 小木子育て支援センター 151 2005 木造 341-4 

赤泊 赤泊保育園 1384.1 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 345-1 

母子生活

支援施設 
金井 母子生活支援施設｢ほおずき荘｣ 616.1 2008 木造 363-1 

へき地 

保育所 

両津 海府保育園 228.32 1985 鉄骨造 367-1 

両津 水津保育園 243.46 1977 鉄骨造 368-1 

両津 馬首保育園 181.26 1991 鉄骨造 369-1 

児童館 
両津 ちのわの家（両津児童館） 248.52 2006 木造 370-1 

畑野 畑野児童館 188.66 1985 木造 371-1 

学童 
保育施設 

相川 相川児童クラブ 84.47 2014 木造 1367-1 

佐和田 佐和田児童クラブ 119.88 1973 木造 1393-0 

金井 金井児童クラブ 77.18 2012 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1366-1 

新穂 新穂児童クラブ（旧大野保育園） 308.69 2006 木造 372-1 

その他児童

福祉施設 
佐和田 さわた子育て支援センター 36.3 1973 木造 1392-0 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

老人福祉

施設 

養護老人
ホーム 

畑野 待鶴荘 養護老人ホーム待鶴荘 2,465.87 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 382-1 

畑野 待鶴荘 便所 22.05 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 382-2 

畑野 待鶴荘 エレベーター 21.78 1996 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 382-3 

畑野 待鶴荘 物置 113.44 1999 木造 382-4 

畑野 待鶴荘 物干場 49.58 1982 木造 382-5 

畑野 待鶴荘 供養塔 3.3 1982 軽量鉄骨造 382-6 

畑野 待鶴荘 車庫 31.5 1983 木造 382-7 

畑野 待鶴荘 渡り廊下 23.25 1984 木造 382-8 

畑野 待鶴荘 風除・休憩所 78 1988 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 382-9 
特別養護老
人ホーム 

両津 特別養護老人ホーム｢歌代の里｣ 3,183.8 1980 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 380-1 

軽費老人
ホーム 

畑野 ときわ荘 軽費老人ホーム「ときわ荘」 1,498.99 1978 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 381-1 

畑野 ときわ荘 物干場 33.12 1979 木造 381-2 

畑野 ときわ荘 職員休憩室 7.65 2000 軽量鉄骨造 381-3 
老人デイ
サービス
センター 

真野 西三川デイサービスセンター 380.43 2007 木造 344-2 

その他老人
福祉施設 

両津 介護老人保健施設「すこやか両津」 3,480.37 1993 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 457-1 

障がい 

福祉施設 

障がい 

福祉施設 

相川 心身障がい者福祉センター 220.27 2007 木造 1214-1 

相川 精神障がい者福祉センター 234.35 2007 木造 1215-1 

保養施設 保養施設 

相川 相川健康増進センター｢ワイドブルーあいかわ｣ 2,846.03 1996 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 415-1 

佐和田 さわたコミュニティーセンター｢ビューさわた｣ 390 2002 鉄骨造 410-1 

赤泊 赤泊温泉保養センター｢あかどまり城が浜温泉｣ 365.84 2003 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1061-2 

 

別表 4 環境衛生施設 
財産分類

（小） 

財産分類

（細） 
地域 施設名称 

棟延床 

面積（㎡） 

設置

年度 
構造 管理番号 

保健衛生 
施設 

保健 
センター 

両津 両津母子健康センター 326.7 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 361-2 

新穂 トキのむら元気館 保健福祉センター 314.95 1999 鉄骨造 426-1 

新穂 トキのむら元気館 共有部分 46.1 1999 鉄骨造 426-2 

新穂 トキのむら元気館 新穂活性化センター 783.5 1999 鉄骨造 426-3 

新穂 トキのむら元気館 共有部分 114.68 1999 鉄骨造 426-4 

新穂 トキのむら元気館 車庫 76.2 2001 木造 426-5 

畑野 畑野母子健康センター 699.03 1986 木造 429-1 

斎場 

両津 青山斎場 922.9 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 435-1 

相川 相川斎場 286.27 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 433-1 

相川 北田野浦火葬場 火葬場 50.27 1966 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 434-1 

相川 北田野浦火葬場 待合所 38.92 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 434-2 

真野 永安館 納骨堂 5.05 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 432-1 

真野 永安館 火葬棟 750.13 2014 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 432-2 

真野 永安館 待合棟 306.68 2015 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 432-3 

小木 三香苑 174 1973 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 431-1 

清掃施設 
廃棄物 
処理施設 

両津 灰溶融固形化施設 焼却灰処理場 2,906.67 2000 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 441-1 

両津 灰溶融固形化施設 洗車場 54.79 2000 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 441-2 

両津 灰溶融固形化施設 物置 9.32 2000 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 441-3 

両津 灰溶融固形化施設 物置 3 2000 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 441-4 

両津 両津クリーンセンター 工場棟 5,460.56 1998 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 442-1 

両津 両津クリーンセンター 資源化物貯蔵倉庫 127.51 1998 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 442-2 

佐和田 佐渡クリーンセンター 工場棟 4,782.37 1998 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 436-1 

佐和田 佐渡クリーンセンター 管理棟 596.5 1998 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 436-2 

佐和田 佐渡クリーンセンター 倉庫棟 169.92 1998 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 436-3 

佐和田 佐渡クリーンセンター 渡り廊下 24.42 1998 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 436-4 

佐和田 佐渡クリーンセンター 車庫棟 188.34 1998 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 436-5 

佐和田 佐渡クリーンセンター 資源ストックヤード 334.93 2008 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 436-6 

佐和田 し尿受入施設 801.19 2014 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1333-1 

新穂 新穂皆川ストックヤード 724.91 2008 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1238-1 

真野 一般廃棄物最終処分場 448.72 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 440-1 

小木 南佐渡一般廃棄物最終処分場 458 1995 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 437-1 

小木 南佐渡クリーンセンター ごみ処理施設 2344 1999 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 438-1 

小木 南佐渡クリーンセンター カレットヤード 86 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 438-2 

小木 南佐渡クリーンセンター ペットボトル減溶施設 98 2001 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 438-3 
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別表 5 診療施設 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

診療施設 

病院 
両津 両津病院 7,564.02 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 456-1 

相川 相川病院 3740 1984 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 458-1 

診療所 

新穂 新穂田野沢診療所 72.72 1963 木造 461-1 

畑野 松ヶ崎診療所 105 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 946-3 

赤泊 赤泊診療所 316.32 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 462-1 

 

別表 6 産業関連施設 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

農業施設 
農業生産
施設 

両津 ふれあい両津農村婦人の家  241.5 1977 鉄骨造 467-1 

両津 両津特産品開発加工センター  56.3 2004 木造 468-1 

相川 肥育センター 肥育舎 377 1973 木造 489-1 

相川 肥育センター 仕上舎 325 1973 木造 489-2 

相川 肥育センター 管理舎 28.89 1973 木造 489-3 

相川 肥育センター 飼料庫 89.43 1973 木造 489-4 

相川 肥育センター 農具舎 81.95 1973 木造 489-5 

相川 肥育センター サイロ 84.96 1973 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 489-6 

佐和田 大佐渡交流活性化センター 温室ハウス 546.02 2004 鉄骨造 471-1 

金井 堂林放牧場 管理舎 61.1 1979 鉄骨造 480-1 

金井 金井農産物処理加工施設 163.96 1988 木造 464-1 

新穂 青木山牧場 管理舎  33.4 1972 木造 485-1 

新穂 青木山牧場 畜舎  69.32 1993 木造 485-2 

畑野 坪山牧場 管理舎  14.91 1994 木造 487-1 

畑野 坪山牧場 畜舎  63.79 1994 木造 487-2 

真野 真野農産物集出荷貯蔵施設  369.4 1990 鉄骨造 478-1 

真野 真野活性化センター（いぶき２１）  998 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 494-1 

小木 小比叡１温室  340 1977 鉄骨造 469-1 

羽茂 佐渡農業改良普及センター 羽茂支所 庁舎 196.26 1977 木造 493-1 

羽茂 佐渡農業改良普及センター 羽茂支所 車庫 29.03 1977 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 493-2 

羽茂 佐渡農業改良普及センター 羽茂支所 物置 9.93 1977 木造 493-3 

水産施設 
漁業生産

施設 

畑野 佐渡海洋深層水種苗生産施設 種苗生産棟 686.97 2003 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 496-1 

畑野 佐渡海洋深層水蓄養施設 畜養棟 175 2003 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 499-1 

畑野 佐渡海洋深層水水産施設 エネルギー棟 105 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 499-2 

畑野 佐渡海洋深層水製氷施設 製氷施設 258.1 2003 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 500-1 

真野 佐渡市栽培漁業センター 機械電気棟 40.6 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-1 

真野 佐渡市栽培漁業センター ポンプ室（着水槽含む） 31.78 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-2 

真野 佐渡市栽培漁業センター ろ過槽・高架水槽 66.17 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-3 

真野 佐渡市栽培漁業センター 稚魚飼育槽 475.97 1983 木造 497-4 

真野 佐渡市栽培漁業センター 飼育培養棟 375.37 1983 軽量鉄骨造 497-5 

真野 佐渡市栽培漁業センター ボイラー棟 13.42 1983 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 497-6 

真野 佐渡市栽培漁業センター クロレラ培養水槽 202.54 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-7 

真野 佐渡市栽培漁業センター 作業管理棟 193.11 1984 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-8 

真野 佐渡市栽培漁業センター 稚魚飼育棟 321.78 1988 木造 497-9 

真野 佐渡市栽培漁業センター 物置 55.94 1990 木造 497-10 

真野 佐渡市栽培漁業センター 車庫 40.15 1991 木造 497-11 

真野 佐渡市栽培漁業センター 機械電気棟 10.4 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-12 

真野 佐渡市栽培漁業センター ポンプ室（着水槽含む） 21.18 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-13 

真野 佐渡市栽培漁業センター 機械棟 13.42 1982 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 497-14 

真野 佐渡市栽培漁業センター 養殖棟 600 1983 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 497-15 

真野 佐渡市栽培漁業センター 養殖棟 185.85 1990 木造 497-16 

真野 佐渡市栽培漁業センター 養殖棟 111.65 1997 軽量鉄骨造 497-17 

商工施設 商工施設 

両津 両津地域活性化センター 作業場 459.48 1990 鉄骨造 578-1 

畑野 佐渡海洋深層水 分水施設 491.5 2003 鉄骨造 530-1 

畑野 佐渡海洋深層水 取水施設 99.66 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 531-1 

観光施設 
海水浴場

施設 

両津 
赤亀・風島なぎさ公園海水浴場施設 
シャワー施設 

4.45 1993 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 546-1 

両津 
赤亀・風島なぎさ公園海水浴場施設 
公衆トイレ・更衣室 

38.64 1984 木造 546-2 

両津 
赤亀・風島なぎさ公園海水浴場施設 
公衆トイレ・管理棟 

45.27 2000 木造 546-3 

両津 赤亀・風島なぎさ公園海水浴場施設 休憩所 22.23 1986 木造 546-4 

両津 二ツ亀海水浴場 脱衣所 20 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1422-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

両津 二ツ亀海水浴場 公衆トイレ 26.88 1988 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1422-2 

相川 達者海水浴場施設 監視所 41.6 1974 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 542-1 

相川 達者海水浴場施設 公衆トイレ 30.5 1990 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 542-2 

相川 入崎海水浴場施設 更衣室 27.2 1978 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 543-1 

相川 入崎海水浴場施設 更衣室・温泉シャワー室 54.6 1993 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 543-2 

相川 入崎海水浴場施設 更衣室 31.4 1997 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 543-3 

佐和田 海の家さわた 347.79 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 535-1 

畑野 多田海水浴場 更衣室 42.36 1996 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 545-1 

畑野 多田海水浴場 公衆トイレ 17.84 1996 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 545-2 

小木 素浜第 2サービスセンター 322.38 1989 木造 538-1 

小木 素浜青少年海の家 342 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 539-1 

小木 素浜青少年海の家 第１サービスセンター 164 1976 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 539-2 

羽茂 
カルトピアビーチ海水浴場施設 更衣
室・シャワー棟 

100 1989 木造 534-1 

羽茂 カルトピアビーチ海水浴場施設 救護監視棟 26.57 1992 木造 534-2 

羽茂 カルトピアビーチ海水浴場施設 トイレ 16.56 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 534-3 

赤泊 莚場海水浴場施設 シャワー室 53 1972 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 541-1 

赤泊 城が浜海水浴場施設 更衣室 151.77 1994 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 549-1 

キャンプ

場 

両津 二つ亀キャンプ場 キャンプ場管理棟 82.81 1967 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1188-1 

両津 二つ亀キャンプ場 トイレ 30 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1188-2 

佐和田 佐和田森林公園オートパークさわた 管理棟 41.41 1995 木造 551-1 

佐和田 佐和田森林公園オートパークさわた 公衆施設 24.84 1995 木造 551-2 

佐和田 佐和田森林公園オートパークさわた 施設便所棟 62.1 1995 木造 551-3 

佐和田 窪田キャンプ場 管理棟 110.13 1987 木造 552-1 

佐和田 窪田キャンプ場 炊事施設 23.05 1987 木造 552-2 

小木 素浜キャンプ場 バンガロー 145 1990 木造 1205-1 

小木 素浜キャンプ場 バンガロー 19 1994 木造 1205-2 

小木 素浜キャンプ場 シャワー棟 57 1992 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1205-3 

小木 素浜キャンプ場 キャンプ場炊事場 54 1987 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1205-4 

小木 素浜キャンプ場 キャンプ場炊事場 40 1984 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1205-5 

小木 素浜キャンプ場 公衆トイレ 49.79 2013 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1205-6 

赤泊 森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 管理棟 165.62 1976 木造 555-1 

赤泊 森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 公衆トイレ 18.3 1976 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 555-2 

赤泊 森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 公衆トイレ 18.3 1976 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 555-3 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー１号棟 

22.35 1991 木造 555-4 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー２号棟 

22.35 1991 木造 555-5 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー３号棟 

22.35 1991 木造 555-6 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー４号棟 

22.35 1992 木造 555-7 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー５号棟 

22.35 1992 木造 555-8 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー６号棟 

22.35 1992 木造 555-9 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー（ログハウス）１号棟 

16.56 1991 木造 555-10 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
バンガロー（ログハウス）２号棟 

16.56 1991 木造 555-11 

赤泊 
森林総合利用施設（爪の沢キャンプ場） 
木工工芸体験館 

82.13 1990 木造 555-12 

観光案内
所 

両津 佐渡インフォメーションセンター「あいぽーと佐渡」 2,057.53 2014 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1332-1 

相川 相川観光交流センター 988.02 2012 木造 1335-1 

小木 南佐渡総合案内所（マリンプラザ小木） 436 1991 木造 559-1 

休憩所 

両津 岩首地区棚田休憩施設  15 2014 木造 1406-1 

両津 ホタル鑑賞休憩所 13.24 2004 木造 564-1 

両津 八十八ヵ所休憩所 休憩所・公衆トイレ 32.2 1977 木造 567-1 

畑野 飯出山休憩舎 33.12 1983 木造 563-1 

小木 城山公園 第１展望休憩所 72 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1421-1 

小木 城山公園 東屋 17 1980 木造 1421-2 
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別表 7 会館等 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

会館等 

文化会館 

両津 両津文化会館 3,175.68 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 574-1 

佐和田 佐渡中央文化会館（アミューズメント佐渡）  5,746.7 1994 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 575-1 

佐和田 
佐渡中央文化会館（アミューズメント佐
渡） 公用車車庫 

36.92 1998 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 575-2 

集会施設 

両津 佐渡島開発総合センター 2314.2 1984 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 940-1 

相川 相川自然休養村管理センター 1,099.55 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 947-1 

相川 あいかわ開発総合センター 2,068.54 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 593-1 

佐和田 大佐渡交流活性化センター 446.31 2002 鉄骨造 587-1 

佐和田 佐渡離島開発総合センター佐渡中央会館 1,423.43 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 590-1 

佐和田 佐渡中央会館圏民センター 1,252.33 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 590-2 

金井 金井東部地区コミュニティセンター 502.74 2002 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 581-1 

金井 金井就業改善センター  642.38 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 929-1 

金井 中興資源活性化センター  537 1993 鉄骨造 421-1 

金井 金井西部地区コミュニティセンター（能楽堂） 792 1986 鉄骨造 577-1 

金井 
金井西部地区コミュニティセンター（能
楽堂） 機械室 

42.98 1986 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 577-2 

金井 金井西部地区コミュニティセンター（能楽堂）土蔵 88.58 1985 木造 577-3 

金井 金井コミュニティセンター 1,495.8 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 591-1 

金井 金井コミュニティセンター 陶芸用倉庫 27.19 1977 鉄骨造 591-2 

新穂 新穂老人趣味の家 99.37 1978 木造 584-1 

新穂 新穂老人趣味の家 木彫り室（増築部分） 45.11 1989 木造 584-2 

新穂 新穂就業改善センター  505 1978 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 589-1 

畑野 松ヶ崎総合センター 714.6 1992 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 946-1 

畑野 松ヶ崎総合センター 車庫 92.75 1992 木造 946-2 

畑野 畑野就業改善センター  1,083.95 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 580-1 

畑野 畑野農村環境改善センター 1,415.7 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 594-1 

真野 真野ふるさと会館 1,280.8 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 592-1 

小木 小木地区公民館・総合センター 1,040 1972 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 596-1 

小木 小木多目的集会施設「あゆす会館」 1,133 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 579-1 

小木 南佐渡離島開発総合センター 1,649.13 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 732-1 

小木 南佐渡離島開発総合センター第４車庫 33 1985 鉄骨造 732-2 

小木 南佐渡離島開発総合センター電気室 37.54 1980 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 732-3 

羽茂 羽茂農村環境改善センター 1497 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 595-1 

赤泊 赤泊総合文化会館 3,260.31 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 576-1 

地区集会
施設 

両津 片野尾活性化センター  428.4 2008 鉄骨造 1234-1 

両津 鷲崎活性化センター  434.4 2012 鉄骨造 1301-1 

両津 潟端地域交流館  135.51 2004 木造 643-1 

両津 秋津地域文化伝承館  183.01 2000 木造 644-1 

両津 浜梅津文化ホール  243.46 2002 木造 645-1 

両津 北部文化センター  182.14 2001 木造 646-1 

相川 相川民話の館 235.3 2000 木造 599-1 

相川 小川活性化センター 308 2000 木造 634-1 

相川 北川内活性化センター  200 1995 木造 635-1 

相川 北田野浦活性化センター  223 1993 木造 636-1 

相川 千本活性化センター  165 1996 木造 637-1 

相川 外海府活性化センター  478 1993 木造 638-1 

相川 高下活性化センター  125.59 1996 木造 639-1 

相川 達者活性化センター  275 1994 木造 640-1 

相川 入川活性化センター  312.2 2003 木造 641-1 

相川 稲鯨漁村センター  327 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 649-1 

相川 石花活性化センター  141 2005 木造 600-1 

佐和田 石田活性化センター  99.4 1995 木造 611-1 

佐和田 真光寺活性化センター  206 1993 木造 612-1 

佐和田 東二宮・市野沢活性化センター  150.7 2000 木造 613-1 

金井 貝塚活性化センター  211 1996 木造 605-1 

金井 岩田活性化センター  93 1993 木造 606-1 

金井 水渡田活性化センター  180 1998 木造 607-1 

金井 西野活性化センター  87 1995 木造 608-1 

金井 大和活性化センター  328.7 2000 木造 609-1 

金井 藤津活性化センター 160 1993 木造 610-1 

新穂 田野沢活性化センター  139.6 2001 木造 622-1 

新穂 長畝活性化センター  206.2 2001 木造 623-1 

畑野 畑野中部地区交流施設  92.74 2010 木造 1458-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

畑野 浜河内活性化センター  194.6 2002 木造 642-1 

畑野 坊ケ浦活性化センター  119.3 2007 木造 1231-1 

小木 小木町港湾会館（旭町） 178 1984 木造 597-1 

小木 上野活性化センター  199 1999 木造 614-1 

小木 強清水活性化センター  247 1999 木造 615-1 

小木 元小木多目的集会施設  299 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 616-1 

小木 琴浦多目的集会施設  322 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 617-1 

小木 小比叡基幹集落センター  420 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 618-1 

小木 白木集落開発センター  82 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 621-1 

羽茂 小泊集落多目的共同利用センター  412.83 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 601-1 

羽茂 大崎活性化センター  589 1996 木造 602-1 

羽茂 大三地域総合センター  295.4 1994 木造 603-1 

羽茂 飯岡活性化センター  226 1996 木造 604-1 

赤泊 上浦地区集会施設  307.3 1980 木造 625-1 

赤泊 横山活性化センター  85.7 1998 木造 626-1 

赤泊 下川茂西部活性化センター  83 2000 木造 627-1 

赤泊 下川茂第一活性化センター  84.5 1998 木造 628-1 

赤泊 三川地区集会施設 （山田会館） 278.24 1982 木造 629-1 

赤泊 新谷地区集会施設  77 1985 木造 630-1 

赤泊 赤泊地区集会施設 （赤泊会館） 334.83 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 631-1 

赤泊 川茂地区集会施設 （川茂会館） 279.89 1981 木造 632-1 

赤泊 徳和地区集会施設 （徳和会館） 262.44 1979 木造 633-1 

 

別表 8 教育関連施設 
財産分類

（小） 

財産分類

（細） 
地域 施設名称 

棟延床 

面積（㎡） 

設置

年度 
構造 管理番号 

幼稚園 
・小・中学

校 

幼稚園 

相川 あいかわ幼稚園 園舎 447 1973 木造 651-1 

相川 あいかわ幼稚園 園舎（増築） 40 1977 木造 651-2 

佐和田 さわた幼稚園 園舎 416 1976 木造 652-1 

小木 小木子どもセンター 小木幼稚園 213 2005 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 341-5 

小木 小木子どもセンター 共有スペース 216.41 2005 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 341-6 

小学校 

両津 両津吉井小学校 校舎 2371 1998 木造 680-1 

両津 両津吉井小学校 オイルタンク・プロパン庫 11.79 1998 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 680-2 

両津 両津吉井小学校 体育館 981 1998 鉄骨造 680-3 

両津 両津吉井小学校 用具室 22.68 1999 木造 680-4 

両津 両津吉井小学校 プール管理棟 89 1979 鉄骨造 680-5 

両津 両津吉井小学校 プール 325 1979 - 680-6 

両津 両津吉井小学校 スクールバス車庫 37.27 2001 木造 680-7 

両津 加茂小学校 校舎１ 1500 1969 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 682-1 

両津 加茂小学校 校舎２ 1502 1970 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 682-2 

両津 加茂小学校 校舎 11 1974 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 682-3 

両津 加茂小学校 昇降口 166 1968 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 682-4 

両津 加茂小学校 体育館 879 1968 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 682-5 

両津 加茂小学校 倉庫 5 1978 鉄骨造 682-6 

両津 加茂小学校 便所 50 1982 鉄骨造 682-7 

両津 加茂小学校 プール管理棟 62 1976 鉄骨造 682-8 

両津 加茂小学校 プール機械室 10 1982 鉄骨造 682-9 

両津 加茂小学校 プール 445 1976 - 682-10 

両津 河崎小学校 校舎 2,010.44 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 683-1 

両津 河崎小学校 食堂 211.59 1981 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 683-2 

両津 河崎小学校 体育館 1,012.52 1982 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 683-3 

両津 河崎小学校 プール管理棟 89 1979 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 683-4 

両津 河崎小学校 プール 325 1979 - 683-5 

両津 両津小学校 校舎１ 1,777 1969 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-1 

両津 両津小学校 校舎２ 1,294 1968 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-2 

両津 両津小学校 校舎３ 1,974 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-3 

両津 両津小学校 昇降口 277 1973 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-4 

両津 両津小学校 給食受口 10 1974 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-5 

両津 両津小学校 体育館 2,472 1970 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-6 

両津 両津小学校 渡り廊下 68 1991 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 686-7 

両津 両津小学校 プール管理棟 71 1972 木造 686-8 

両津 両津小学校 プール 585 1972 - 686-9 

両津 両尾小学校 校舎・体育館 2,104 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 687-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

両津 前浜小・中連携校 校舎 2,169 2011 木造 699-1 

両津 前浜小・中連携校 オイルタンク・プロパン庫 17.49 1994 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 699-2 

両津 前浜小・中連携校 体育館 877 1995 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 699-3 

両津 前浜小・中連携校 プール付属施設 84 1996 木造 699-4 

両津 前浜小・中連携校 プール 325 1996 - 699-5 

両津 前浜小・中連携校 スクールバス車庫 41 1994 木造 699-6 

両津 内海府小・中連携校 体育館 630 1984 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 701-3 

両津 内海府小・中連携校 校舎 1,861 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 701-4 

両津 内海府小・中連携校 プール付属施設 65 1993 木造 701-5 

両津 内海府小・中連携校 プール 325 1993 - 701-6 

相川 金泉小学校 校舎 2,940 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 672-1 

相川 金泉小学校 体育館 1,120 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 672-2 

相川 金泉小学校 プール更衣室 59 1984 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 672-3 

相川 金泉小学校 プール 400 1984 - 672-4 

相川 金泉小学校 倉庫 50 1992 木造 672-5 

相川 高千小学校 校舎 2,680 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 673-1 

相川 高千小学校 体育館 1,125 1988 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 673-2 

相川 高千小学校 プール更衣室 67 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 673-3 

相川 高千小学校 プール 400 1984 - 673-4 

相川 七浦小学校 プール専用附属室 56 1986 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 674-1 

相川 七浦小学校 校舎 1,864 1975 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 674-2 

相川 七浦小学校 校舎 279 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 674-3 

相川 七浦小学校 体育館 528 1976 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 674-4 

相川 七浦小学校 プール 400 1986 - 674-5 

相川 相川小学校 体育館 1,081 1966 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 675-1 

相川 相川小学校 校舎 3,740 2013 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 675-2 

佐和田 河原田小学校 校舎 4,401 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 659-1 

佐和田 河原田小学校 体育館 1,573 1986 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 659-2 

佐和田 河原田小学校 プール管理棟 55 1983 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 659-3 

佐和田 河原田小学校 プール 425 1983 - 659-4 

佐和田 沢根小学校 校舎 2,562 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-1 

佐和田 沢根小学校 塔屋 32 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-2 

佐和田 沢根小学校 食堂 201 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-3 

佐和田 沢根小学校 給食室 113 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-4 

佐和田 沢根小学校 ポンプ室 4 1979 鉄骨造 660-5 

佐和田 沢根小学校 体育館 903 1980 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-6 

佐和田 沢根小学校 渡廊下 49 1980 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-7 

佐和田 沢根小学校 プール管理棟 55.08 1984 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 660-8 

佐和田 沢根小学校 プール 325 1984 - 660-9 

佐和田 二宮小学校 校舎 2,058 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 661-1 

佐和田 二宮小学校 Ｐｈ塔屋 25.06 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 661-2 

佐和田 二宮小学校 食堂 261 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 661-3 

佐和田 二宮小学校 コンテナ室 41 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 661-4 

佐和田 二宮小学校 渡廊下 27 2005 鉄骨造 661-5 

佐和田 二宮小学校 体育館 816 1984 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 661-6 

佐和田 二宮小学校 プール男子更衣室 8.37 1980 鉄骨造 661-7 

佐和田 二宮小学校 プール女子更衣室 8.64 1980 鉄骨造 661-8 

佐和田 二宮小学校 プール男子便所 8.64 1980 鉄骨造 661-9 

佐和田 二宮小学校 プール女子便所 8.64 1980 鉄骨造 661-10 

佐和田 二宮小学校 プール機械室 15.57 1980 鉄骨造 661-11 

佐和田 二宮小学校 校舎増築 585 2005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 661-12 

佐和田 二宮小学校 プール 325 1980 - 661-13 

佐和田 八幡小学校 校舎 2,106.64 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 662-1 

佐和田 八幡小学校 食堂 199.8 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 662-2 

佐和田 八幡小学校 コンテナ室 78.56 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 662-3 

佐和田 八幡小学校 塔屋 28 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 662-4 

佐和田 八幡小学校 体育館 778 1982 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 662-5 

佐和田 八幡小学校 プール女子更衣室 9.72 1984 鉄骨造 662-6 

佐和田 八幡小学校 プール女子便所 9.72 1984 鉄骨造 662-7 

佐和田 八幡小学校 プール男子便所 9.72 1984 鉄骨造 662-8 

佐和田 八幡小学校 プール男子更衣室 9.72 1984 鉄骨造 662-9 

佐和田 八幡小学校 プール機械室 16.2 1984 鉄骨造 662-10 

佐和田 八幡小学校 プール 325 1984 - 662-11 

金井 金井小学校 校舎 6,169 2012 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1368-1 
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金井 金井小学校 体育館 1,507 2012 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1368-2 

金井 金井小学校 管理棟 81 2012 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1368-3 

金井 金井小学校 プール 425 2012 - 1368-4 

新穂 行谷小学校 校舎 2,070 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 665-1 

新穂 行谷小学校 渡廊下 42 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 665-2 

新穂 行谷小学校 図画工作室 124 1994 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 665-3 

新穂 行谷小学校 屋内体育館 1,119 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 665-4 

新穂 行谷小学校 渡廊下 49 1997 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 665-5 

新穂 行谷小学校 倉庫 39 1997 鉄骨造 665-6 

新穂 行谷小学校 プール管理棟 81 1987 木造 665-7 

新穂 行谷小学校 プール 400 1987 - 665-8 

新穂 新穂小学校 体育館 1,356 2009 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 666-1 

新穂 新穂小学校 校舎 3,661 2006 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 666-2 

新穂 新穂小学校 プール管理棟 89 1983 木造 666-3 

新穂 新穂小学校 プール 400 1983 - 666-4 

畑野 松ヶ崎小・中連携校 普通教室棟 1,718 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 678-1 

畑野 松ヶ崎小・中連携校 体育館 563 1977 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 678-2 

畑野 松ヶ崎小・中連携校 倉庫 21 1979 木造 678-3 

畑野 松ヶ崎小・中連携校 プール管理棟 56 1980 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 678-4 

畑野 松ヶ崎小・中連携校 プール 400 1980 - 678-5 

畑野 畑野小学校 屋内体育館 1,656 1979 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 679-1 

畑野 畑野小学校 物置 22.89 1997 木造 679-2 

畑野 畑野小学校 物置 26.5 1997 木造 679-3 

畑野 畑野小学校 校舎１ 3,964 2012 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 679-4 

畑野 
畑野小学校 プール管理室・男子更衣
室・男子トイレ 

72.36 1972 鉄骨造 679-5 

畑野 畑野小学校 プール女子更衣室・女子トイレ 52.56 1972 鉄骨造 679-6 

畑野 畑野小学校 プール 544 1972 - 679-7 

真野 真野小学校 校舎 3,967 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 667-1 

真野 真野小学校 体育館 1,387 1981 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 667-2 

真野 真野小学校 特別教室 994 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 667-3 

小木 小木小学校 校舎 3,199 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 691-1 

小木 小木小学校 体育館 1,363 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 691-2 

羽茂 羽茂小学校 校舎 3,678 1993 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 656-1 

羽茂 羽茂小学校 体育館 1,561 1994 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 656-2 

赤泊 赤泊小学校 校舎 3,402.03 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 670-1 

赤泊 赤泊小学校 ランチルーム 234.35 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 670-2 

赤泊 赤泊小学校 地域連携 273.02 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 670-3 

赤泊 赤泊小学校 体育館 946 2005 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 670-4 

中学校 

両津 両津中学校 校舎２ 2,797 1978 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 702-1 

両津 両津中学校 屋内運動場 1,691 2001 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 702-2 

両津 両津中学校 校舎３ 1,899 2012 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 702-3 

両津 両津中学校 部室 13 1975 鉄骨造 702-4 

両津 両津中学校 プール付属施設 68 1985 鉄骨造 702-5 

両津 両津中学校 プール 325 1985 - 702-6 

相川 高千中学校 校舎 2,584 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 695-1 

相川 高千中学校 体育館 1,444 1983 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 695-2 

相川 相川中学校 校舎 3,622 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 696-1 

相川 相川中学校 体育館 1,658 1993 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 696-2 

相川 相川中学校 倉庫 50 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 696-3 

佐和田 佐和田中学校 校舎 4,805 1972 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 690-1 

佐和田 佐和田中学校 自転車小屋 108 1972 鉄骨造 690-2 

佐和田 佐和田中学校 倉庫 20 1978 鉄骨造 690-3 

佐和田 佐和田中学校 体育館 2,011 1973 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 690-4 

金井 金井中学校 金井中学校 3,909 1988 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 689-1 

金井 金井中学校 屋内運動場 2,576 1995 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 689-2 

金井 金井中学校 特別教室 419 1997 木造 689-3 

新穂 新穂中学校 校舎 3,433 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 692-1 

新穂 新穂中学校 プール管理棟 71 1969 - 692-2 

新穂 新穂中学校 プール管理棟 55 1969 - 692-3 

新穂 新穂中学校 給食室・食堂 291 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 692-4 

新穂 新穂中学校 体育館 2,204 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 692-5 

新穂 新穂中学校 プール 544 1969 - 692-6 

畑野 畑野中学校 校舎 3,744 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 698-1 
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畑野 畑野中学校 体育館 1,901 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 698-2 

畑野 畑野中学校 倉庫 41 1996 木造 698-3 

畑野 畑野中学校 自転車小屋 80.36 1991 鉄骨造 698-4 

真野 真野中学校 体育館 1,808 1993 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 693-1 

真野 真野中学校 渡り廊下 39 1999 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 693-2 

真野 真野中学校 校舎 4,059 1995 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 693-3 

羽茂 南佐渡中学校 校舎 5,037 2013 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1339-1 

羽茂 南佐渡中学校 体育館 3,041 2014 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1339-2 

赤泊 赤泊中学校 校舎 2,981 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 694-1 

赤泊 赤泊中学校 体育館 1,318 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 694-2 

赤泊 赤泊中学校 クラブハウス 397 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 694-3 

その他教
育関連施

設 

教育指導
施設 

佐和田 理科教育センター 246.78 1964 鉄骨造 690-5 

スクール
バス待合
所 

相川 高千小学校バス待合所 7 2004 木造 711-1 

相川 相川中学校バス待合所 13 2002 木造 712-1 

真野 真野小学校バス待合所（大倉谷） 4.76 2009 軽量鉄骨造 1272-1 

真野 真野小学校バス待合所（田切須） 4.76 2009 軽量鉄骨造 1273-1 

羽茂 羽茂小学校バス待合所（羽茂小泊） 4.77 2009 軽量鉄骨造 1274-1 

羽茂 羽茂小学校バス待合所（羽茂村山） 6.1 2009 軽量鉄骨造 1275-1 

羽茂 羽茂小学校バス待合所（羽茂本郷） 9.94 2009 木造 1276-1 

学校給食
施設 

両津 両津学校給食センター 463.8 1974 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 719-1 

相川 相川学校給食センター 1,002 2013 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1342-1 

相川 相川学校給食センター 車庫 57 2013 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1342-2 

佐和田 佐和田学校給食センター 共同調理場 606.91 2001 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 715-1 

畑野 松ヶ崎学校給食センター 185.02 1976 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 678-6 

畑野 畑野学校給食センター 共同調理場 446.88 1998 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 718-1 

畑野 国仲学校給食センター 1,150.92 2008 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1223-1 

畑野 国仲学校給食センター 車庫棟 142.43 2008 軽量鉄骨造 1223-2 

羽茂 南佐渡学校給食センター 821 2013 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1341-1 

赤泊 赤泊中学校 共同調理場 189 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 694-4 

赤泊 赤泊中学校 共同調理場（増築） 29 2000 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 694-5 

 

別表 9 社会教育関連施設 
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社会教育
施設 

公民館 
両津 両津地区公民館 2,267.04 1973 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 721-1 

両津 両津地区公民館 倉庫 69.79 1993 木造 721-2 
勤労青少
年ホーム 

両津 勤労青少年ホーム 850.45 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 723-1 

博物館等 

両津 両津郷土博物館 2,199.81 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 726-1 

両津 両津郷土博物館 浄化槽ポンプ小屋 4.5 1982 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 726-2 

両津 両津郷土博物館 収蔵庫 905.97 1987 木造 726-3 

両津 両津大川姫崎展示室 灯台館 39.7 1991 木造 742-1 

両津 両津大川姫崎展示室 休憩舎 54.7 1991 木造 742-2 

相川 史跡佐渡奉行所跡 御役所棟 990 2001 木造 725-1 

相川 史跡佐渡奉行所跡 勝場 344.5 2004 木造 725-2 

相川 史跡佐渡奉行所跡 御物見 34 2001 木造 725-3 

相川 史跡佐渡奉行所跡 馬屋棟 34 2001 木造 725-4 

相川 史跡佐渡奉行所跡 屋根板塀 51 2001 木造 725-5 

相川 史跡佐渡奉行所跡 御門番所棟木橋・駒寄 160 2001 木造 725-6 

相川 史跡佐渡奉行所跡 大御門複原 10 2001 木造 725-7 

相川 史跡佐渡奉行所跡 普請方役所 140 2001 木造 725-8 

相川 史跡佐渡奉行所跡 佐渡奉行所 34 2001 木造 725-9 

相川 相川郷土博物館 文書館 66 1975 木造 727-1 

相川 相川郷土博物館 展示室 244.89 1956 木造 727-2 

相川 相川郷土博物館 展示室（御陵局佐渡支庁跡） 172.24 1956 木造 727-3 

相川 相川郷土博物館 事務室等 117.19 1956 木造 727-4 

相川 相川郷土博物館 有田八郎記念館 116.76 1966 木造 727-5 

相川 相川郷土博物館 特別展示室・準備室 84.6 1972 木造 727-6 

相川 相川郷土博物館 民族文化収蔵庫 198 1979 木造 727-7 

相川 相川郷土博物館 名誉町民資料館 55.48 2003 木造 727-8 

相川 相川技能伝承展示館 展示館 609 1986 木造 733-1 

相川 相川技能伝承展示館 実習工房 103.17 1994 木造 733-2 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

佐和田 佐渡博物館 1,632.05 1957 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1343-1 

新穂 新穂歴史民俗資料館 912.25 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 736-1 

新穂 新穂歴史民俗資料館 倉庫 179 1987 鉄骨造 736-2 

小木 日本アマチュア秀作美術館 215 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 738-2 

小木 日本アマチュア秀作美術館 収蔵庫 30 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 738-3 

小木 幸丸展示館 304 1984 鉄骨造 739-1 

小木 佐渡国小木民俗博物館 本館 965 1920 木造 728-1 

小木 佐渡国小木民俗博物館 収蔵庫 330 1975 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 728-2 

小木 佐渡国小木民俗博物館 新館 434 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 728-3 

小木 佐渡国小木民俗博物館 収蔵庫 322 1990 木造 728-4 

小木 佐渡国小木民俗博物館 炭焼き施設 49 1994 木造 728-5 

小木 佐渡国小木民俗博物館 山車保存館 58 1993 木造 728-6 

小木 佐渡国小木民俗博物館 千石船展示館 696 1997 木造 728-7 

小木 佐渡国小木民俗博物館 倉庫（旧トイレ） 27 1984 木造 728-8 

小木 佐渡国小木民俗博物館 トイレ 65.83 2005 木造 728-9 

羽茂 佐渡植物園 管理棟 34.78 1993 木造 731-1 

羽茂 佐渡植物園 作業棟 19.87 1994 木造 731-2 

羽茂 佐渡植物園 温室 58.3 1981 軽量鉄骨造 731-3 

図書館 

金井 中央図書館 1,144.08 1992 木造 743-1 

金井 中央図書館 車庫 21.9 1992 鉄骨造 743-2 

真野 真野図書館 623.06 1989 鉄骨造 746-1 

小木 小木図書館 355 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 745-1 

体験実習
施設 

小木 佐渡太鼓体験交流館 671.09 2006 木造 753-1 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 本館 644.7 1985 木造 759-1 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 ホール棟 182.17 1985 木造 759-2 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 シャワー棟 9.38 1985 木造 759-3 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 農機具小屋 14.9 1985 木造 759-4 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 炊事場 24.5 1985 木造 759-5 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 トイレ 16.56 1985 木造 759-6 

羽茂 カルトピアセンター「素浜」 車庫 27.3 1990 木造 759-7 

羽茂 ふすべ村体験学習施設 実習館 425.84 1997 木造 754-1 

羽茂 ふすべ村体験学習施設 休憩施設 木造平屋 125.17 1998 木造 754-2 

羽茂 ふすべ村体験学習施設 休憩施設 風呂・トイレ 24.13 1998 木造 754-3 

羽茂 ふすべ村体験学習施設 宿泊施設 74.73 1998 木造 754-4 

羽茂 ふすべ村体験学習施設 管理棟 88.6 2000 木造 754-5 

羽茂 ふすべ村体験学習施設 宿泊施設 74.73 1998 木造 754-6 

資料庫 

両津 旧北中学校 校舎 1,214.68 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 703-1 

両津 旧北中学校 ポンプ小屋 9.53 1990 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 703-2 

両津 旧北中学校 体育館 831.64 1990 鉄骨造 703-3 

金井 明治紀念堂 63.18 1902 木造 734-1 

金井 明治紀念堂 開導館 100.8 1905 木造 734-2 

金井 金井歴史民俗資料館 収蔵庫 144 1974 木造 735-1 

金井 金井歴史民俗資料館 郷倉 58 1974 木造 735-2 

金井 金井歴史民俗資料館 展示館 136 1974 木造 735-3 

畑野 畑野鳥越文庫 240.75 1997 木造 760-1 

真野 埋蔵文化財整理事務所 事務所・居宅 280.49 1978 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 970-1 

真野 埋蔵文化財整理事務所 車庫 14.22 1978 軽量鉄骨造 970-2 

 

別表 10 保健体育施設 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

体育施設 体育館 

両津 両津総合体育館 4,067.9 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 773-1 

相川 相川体育館 3,109 1982 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 772-1 

佐和田 
佐渡市総合体育館「サンテラ佐渡スー
パーアリーナ」 

8,600 2014 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1344-1 

新穂 新穂体育館 1,384.44 1972 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 769-1 

真野 真野体育館 2,577.85 1971 鉄骨造 770-1 

小木 小木Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 1,716.17 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 768-1 

小木 小木体育館 1744 1967 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 764-1 

羽茂 羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 1,832.44 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 765-1 

羽茂 羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 キューピクル上屋 9.93 1993 木造 765-2 

赤泊 赤泊体育館 1,459.54 1976 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 771-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

陸上 
競技場 

真野 佐渡市陸上競技場 本部棟 204.12 2012 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 774-1 

真野 佐渡市陸上競技場 器具庫 198.74 2012 軽量鉄骨造 774-2 

野球場 

両津 両津野球場 本部棟 78.54 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 776-1 

両津 両津野球場 控室 75 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 776-2 

佐和田 佐和田野球場 本部棟 78.54 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 777-1 

佐和田 佐和田野球場 控室 75 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 777-2 

金井 金井野球場 本部棟 80.51 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 780-1 

金井 金井野球場 控室 90.48 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 780-2 

畑野 サン・スポーツランド畑野野球場 事務室 253.44 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 778-1 

畑野 サン・スポーツランド畑野野球場 控室 56.88 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 778-2 

プール 

金井 金井プール 管理棟 309 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 781-1 

小木 小木Ｂ＆Ｇ海洋センター プール 833.11 1984 鉄骨造 785-1 

羽茂 羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター プール 875.06 1993 鉄骨造 783-1 

赤泊 赤泊プール 管理棟 148 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 787-1 

テニス 

コート 

両津 両津テニスコート 更衣室 23.2 1990 木造 795-1 

金井 金井テニスコート コートハウス 48.6 1983 木造 790-1 

真野 真野テニスコート 管理棟 35.04 1995 鉄骨造 1283-1 

ゲート 
ボール場 

金井 金井運動用建物  954 1992 木造 805-1 

金井 金井運動用建物  12.94 1992 軽量鉄骨造 805-2 

畑野 多田ゲートボール場 374 1996 鉄骨造 802-1 

畑野 畑野ゲートボール場 屋根付きコート 1,852 2001 鉄骨造 803-1 

畑野 畑野ゲートボール場 トイレ 26.62 2003 木造 803-2 

羽茂 羽茂ゲートボール場 トイレ 13.29 1993 木造 818-1 

武道館 
新穂 新穂武道館 839.82 1981 鉄骨造 809-1 

真野 真野武道館 761.85 1993 木造 810-1 

グラウンド 

小木 旧小木多目的広場（小木小学校グラウンド） トイレ 15 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 817-1 

小木 旧小木多目的広場（小木小学校グラウンド） 倉庫 4 1982 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 817-2 

赤泊 赤泊総合グラウンド 管理棟 118.59 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 811-1 

スキー場 
金井 平スキー場 休憩舎 110.84 1961 木造 812-1 

金井 平スキー場 倉庫 92.4 1961 木造 812-2 

複合施設

等 

両津 両津運動広場 トイレ 6.3 1987 木造 814-1 

相川 相川多目的運動広場 管理棟 81 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 816-1 

新穂 新穂多目的広場 管理棟 19.44 1986 木造 820-1 

真野 真野多目的広場 トイレ 35.18 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 813-1 

真野 真野多目的広場 倉庫 12.96 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 813-2 

真野 真野運動広場（旧真野野球場） ダッグアウト 31.14 1981 鉄骨造 779-1 

真野 真野運動広場（旧真野野球場） 公衆トイレ 26.09 2011 木造 779-2 

真野 真野運動広場（旧真野野球場） 管理棟 101.65 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 779-3 

真野 佐渡スポーツハウス 管理棟 716.82 1975 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 822-1 

真野 佐渡スポーツハウス 倉庫 38.88 1976 木造 822-2 

真野 佐渡スポーツハウス 体育館 1,728.82 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 822-3 

真野 佐渡スポーツハウス 渡り廊下 89.03 1980 鉄骨造 822-4 

真野 佐渡スポーツハウス 電気室 27 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 822-5 

真野 佐渡スポーツハウス プール棟 2,212.88 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 822-6 

赤泊 赤泊多目的グラウンド ダックアウト 60 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 815-1 

その他 
体育施設 

両津 かもこボートハウス 艇庫 460.89 1991 木造 825-1 

畑野 畑野児童館 柔剣道場 148.46 1985 木造 371-2 

小木 小木Ｂ＆Ｇ海洋センター 艇庫 103 1990 鉄骨造 1373-1 

小木 小木クラブハウス 184.73 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 823-1 

羽茂 羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター 艇庫 190.55 1993 鉄骨造 826-1 

 

別表 11 消防施設 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床面
積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

消防施設 消防庁舎 

両津 両津消防署 庁舎 1,592.18 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 830-1 

両津 両津消防署 倉庫 144.3 1984 木造 830-2 

両津 両津消防署海府分遣所 492.27 2006 鉄骨造 831-1 

相川 相川消防署高千出張所 高千出張所（１階部分） 107.65 1990 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 833-1 

相川 相川消防署高千出張所 高千出張所（２階部分） 107.65 1990 木造 833-2 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床面
積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

佐和田 
佐渡市消防本部（佐渡市中央消防署） 本部庁舎
（防災センター） 

4582.1 2009 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1236-1 

佐和田 
佐渡市消防本部（佐渡市中央消防署） 
訓練塔Ａ棟 

189.42 2009 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1236-2 

佐和田 
佐渡市消防本部（佐渡市中央消防署） 
訓練塔Ｂ棟 

300 2009 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1236-3 

佐和田 
佐渡市消防本部（佐渡市中央消防署） 
訓練塔Ｃ棟 

178.5 2009 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1236-4 

佐和田 
佐渡市消防本部（佐渡市中央消防署） 
燃料保管庫 

13.2 2009 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1236-5 

畑野 南佐渡消防署前浜分遣所 417.45 2006 鉄骨造 834-1 

羽茂 南佐渡消防署 消防庁舎（事務所） 530.42 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 835-1 

羽茂 南佐渡消防署 消防庁舎（厚生棟）増築 566.7 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 835-2 

羽茂 南佐渡消防署 消防倉庫 120.88 1993 軽量鉄骨造 835-3 

羽茂 南佐渡消防署 消防第２車庫 84 1993 木造 835-4 

羽茂 南佐渡消防署 消防第３車庫 99.9 2000 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 835-5 

車庫 

（格納庫） 

両津 
両津方面隊機械器具置場 両津分団
ポンプ格納庫 

44.55 1983 木造 865-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 河崎-1 16.56 2007 木造 1209-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 河崎-6 19.87 2007 木造 1210-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 海府-1 17.34 1979 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1241-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 海府-2 20.52 1977 木造 1242-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 海府-3 16.56 1972 木造 1243-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 海府-4 23.85 1989 木造 1244-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 海府-6 18.02 1984 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1245-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 加茂 3-2 18.02 1975 木造 1246-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 加茂 2-2 17.88 2009 木造 1247-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 加茂 1-2 28.92 2009 木造 1248-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 吉井-2 32.3 1976 木造 1249-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 河崎-5 24.3 1982 木造 1250-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 水津-1 28.91 1980 木造 1251-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 水津-2 16.65 1986 木造 1252-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 水津-3 10.8 2001 木造 1253-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 水津-4 19.76 1991 木造 1254-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 岩首-1 28.98 1995 木造 1255-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 岩首-2 16.2 1989 木造 1256-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 岩首-3 13.25 1978 木造 1257-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 岩首-4 19.87 1977 木造 1258-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 加茂 3-１ 17.88 2010 木造 1277-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 吉井-3 17.88 2010 木造 1280-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 河崎-４ 16.56 2008 木造 1281-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 加茂第 2-3 17.88 2011 木造 1294-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 海府-5 17.88 2012 木造 1299-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 加茂 1－1 17.88 2013 木造 1420-1 

両津 両津方面隊機械器具置場 吉井-1 17.88 2012 木造 1300-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 2-1 19.87 1996 木造 866-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 2-3 13.87 1955 木造 867-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 3-2 19.6 1968 木造 868-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 3-3 21.56 1991 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 869-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 4-1 19.26 1986 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 870-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 5-2 12.45 1983 木造 871-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 5-4 16.53 1988 木造 872-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 2-2 10.95 1979 木造 873-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 2-4 9.93 1999 木造 874-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 3-1 12.51 1914 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 877-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 3-4 26.5 1992 木造 878-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 5-1 15.97 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 892-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 5-3 15.12 2000 木造 893-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 4-4 17.88 2012 木造 1418-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 4-5 17.88 2009 木造 1419-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 2-5 16.56 2007 木造 1208-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 4-2 16.56 2008 木造 1235-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 3-5 28.92 2008 木造 1239-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 4-6 17.88 2010 木造 1282-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 4-3 17.88 2011 木造 1295-1 

相川 相川方面隊機械器具置場 5-5 17.88 2013 木造 1460-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床面
積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

佐和田 中央方面隊機械器具置場 1-2 16.56 2005 木造 842-1 

佐和田 中央方面隊機械器具置場 1-3 11.6 2001 木造 843-1 

佐和田 中央方面隊機械器具置場 2-1 18.1 2000 木造 844-1 

佐和田 中央方面隊機械器具置場 2-2 12.39 2004 木造 845-1 

佐和田 中央方面隊機械器具置場 2-3 19.87 1991 木造 846-1 

佐和田 中央方面隊機械器具置場 2-4 9.72 1971 木造 847-1 

金井 中央方面隊機械器具置場 3-2 16.56 2006 木造 836-1 

金井 中央方面隊機械器具置場 3-3 15.27 1971 木造 837-1 

金井 中央方面隊機械器具置場 3-4 17.3 1983 木造 838-1 

金井 中央方面隊機械器具置場 4-1 16.56 2005 木造 839-1 

金井 中央方面隊機械器具置場 4-2 17.28 1982 木造 840-1 

金井 中央方面隊機械器具置場 4-3 17.25 2002 軽量鉄骨造 841-1 

新穂 中央方面隊機械器具置場 5-1 25.85 1985 木造 848-1 

新穂 中央方面隊機械器具置場 5-2 35.6 1959 木造 849-1 

新穂 中央方面隊機械器具置場 5-3 14.93 1982 木造 850-1 

新穂 中央方面隊機械器具置場 6-1 21.4 1958 木造 851-1 

新穂 中央方面隊機械器具置場 6-2 22.3 1982 木造 852-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 7-3 16.56 2006 木造 858-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 7-4 12.15 2003 木造 859-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 7-5 19.83 1986 木造 860-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 8-1 51.23 1994 木造 861-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 8-1 14.87 1994 木造 861-2 

畑野 中央方面隊機械器具置場 8-2 19.87 1990 木造 862-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 8-3 19.87 1996 木造 863-1 

畑野 中央方面隊機械器具置場 7-2 13.8 1958 木造 864-1 

真野 中央方面隊機械器具置場 9-2 16.56 2005 木造 853-1 

真野 中央方面隊機械器具置場 9-3 12.1 1983 木造 854-1 

真野 中央方面隊機械器具置場 10-1 12.15 2003 木造 855-1 

真野 中央方面隊機械器具置場 10-2 16.56 2005 木造 856-1 

真野 中央方面隊機械器具置場 10-4 20.08 1984 木造 857-1 

真野 中央方面隊機械器具置場 10-3 17.88 2013 木造 1417-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 1-1 28.98 1984 木造 907-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 1分団詰所 152.52 2003 鉄骨造 908-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 2-1 22.68 1980 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 909-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 2-2 33.12 1997 木造 910-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 2-3 23.18 1993 木造 911-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 2-4 22.68 1991 木造 912-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 3-1 19.8 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 913-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 3-2 17.88 2014 木造 914-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 3-3 19.8 1977 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 915-1 

小木 南佐渡方面隊機械器具置場 3-4 33.12 1994 木造 916-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 4-1 33.12 1996 木造 896-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 4-2 24.79 1986 木造 897-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 4-3 23 1987 木造 898-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 4-4 24.7 1979 木造 899-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 5-1 22.68 1987 木造 900-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 5-2 33.12 1991 木造 901-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 6-2 28.98 1982 木造 902-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 6-3 23.18 1981 木造 903-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 6-4 24.96 1980 木造 904-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 5-3 28.92 1980 木造 905-1 

羽茂 南佐渡方面隊機械器具置場 6-1 51.84 1975 木造 906-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 7-1 25.54 1976 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 917-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 7-2 30.03 1998 木造 918-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 7-3 25.54 1980 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 919-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 7-4･5 89.43 1991 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 920-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 8-1 22.68 1975 木造 921-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 8-2 25.54 1981 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 922-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 8-3 25.54 1980 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 923-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 9-1 25.54 1982 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 924-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 9-2 25.54 1976 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 925-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 9-3 25.54 1980 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 926-1 

赤泊 南佐渡方面隊機械器具置場 9-4 33.12 1995 木造 927-1 
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別表 12 その他の施設 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床面
積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

庁舎等 

本庁舎 

金井 佐渡市役所本庁舎 2,976.18 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 928-1 

金井 佐渡市役所本庁舎 車庫棟 339.3 1985 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 928-2 

金井 佐渡市役所本庁舎 倉庫 385.87 1985 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 928-3 

金井 佐渡市役所本庁舎 会議室棟 338.32 2004 軽量鉄骨造 928-4 

金井 佐渡市役所第 2庁舎 784 1993 木造 1146-1 

金井 佐渡市役所第 2庁舎 車庫 129 1993 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1146-2 

支所 

両津 両津支所 庁舎 2,608.79 1960 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 938-1 

両津 両津支所 第一分館 324 1970 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 938-2 

相川 相川支所・相川消防署 3,723.61 2014 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1345-1 

相川 相川支所・相川消防署 車庫１ 119.24 2014 木造 1345-2 

相川 相川支所・相川消防署 車庫２ 132.5 2014 木造 1345-3 

相川 相川支所・相川消防署 屋外歩廊 71.78 2014 軽量鉄骨造 1345-4 

羽茂 羽茂支所 庁舎 2,015.53 1978 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 930-1 

出張所等 

両津 岩首連絡所 6 2000 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1351-1 

佐和田 佐和田行政サービスセンター 庁舎 3,610.92 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 931-1 

佐和田 佐和田行政サービスセンター 機械棟 118.05 1982 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 931-2 

佐和田 佐和田行政サービスセンター マイクロバス用車庫 130.2 1983 木造 931-3 

佐和田 佐和田行政サービスセンター フロアーボンベ室 10.45 1982 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 931-4 

佐和田 佐和田行政サービスセンター 第２車庫 89.24 1996 木造 931-5 

佐和田 佐和田行政サービスセンター 車庫 264.73 1991 木造 931-6 

佐和田 佐和田行政サービスセンター 自転車小屋 21.84 1983 木造 931-7 

新穂 新穂行政サービスセンター 庁舎 1085.5 1967 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 933-1 

新穂 新穂行政サービスセンター 庁舎（増築） 330.48 1989 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 933-2 

新穂 新穂行政サービスセンター 車庫 82.36 1977 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 933-3 

新穂 新穂行政サービスセンター キューピクル棟 28.91 1996 軽量鉄骨造 933-4 

畑野 畑野行政サービスセンター 庁舎 2,126.74 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 937-1 

畑野 畑野行政サービスセンター 車庫（Ａ、Ｂ） 270.14 1985 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 937-2 

畑野 畑野行政サービスセンター 車庫（Ｄ） 77.81 1985 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 937-3 

畑野 畑野行政サービスセンター 車庫（Ｃ） 237.26 1986 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 937-4 

真野 真野行政サービスセンター 庁舎 2,778.81 1983 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 934-1 

真野 真野行政サービスセンター 車庫 199.07 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 934-2 

真野 真野行政サービスセンター 駐輪場・公衆トイレ 41.79 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 934-3 

小木 小木行政サービスセンター 庁舎 1020 1973 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 932-1 

小木 小木行政サービスセンター 旧町長室・渡廊下 50 1978 木造 932-2 

小木 小木行政サービスセンター 第１車庫 67 1973 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 932-3 

小木 小木行政サービスセンター 機械室 28 1973 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 932-4 

小木 小木行政サービスセンター 第５車庫 32 1990 木造 932-5 

その他の

施設 

車庫・倉

庫等 

両津 防災倉庫（両津） 19.83 2005 木造 975-1 

両津 旧消防車車庫 24.3 1977 木造 1113-1 

両津 両津地区通園車両車庫 14.9 1978 木造 1401-1 

両津 両津外城建設車両車庫 362.18 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 954-1 

両津 両津建設車両車庫 191.97 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 955-1 

両津 両尾小学校スクールバス車庫 41 1987 木造 960-1 

両津 内海府中学校スクールバス車庫 52 1983 木造 959-1 

両津 両津病院公用車車庫 54.6 1966 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1380-1 

両津 両津病院医師用車庫 164.3 1991 鉄骨造 1381-1 

相川 防災倉庫（相川） 19.83 2005 木造 976-1 

相川 旧相川拘置支所 317.04 1954 木造 1354-1 

相川 相川病院医師用車庫 83 1989 木造 1382-1 

相川 相川病院医師用車庫 30 1983 木造 1383-1 

相川 相川病院公用車車庫 40.64 1984 木造 1384-1 

相川 相川病院産廃収納庫 9.72 1991 木造 1385-1 

相川 相川病院機械棟 186 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1386-1 

佐和田 防災資材倉庫 80.76 1988 木造 965-1 

佐和田 水防倉庫（佐和田中原地内） 28 1985 木造 964-1 

佐和田 トライアスロン倉庫 182.18 1999 木造 1379-1 

金井 藤津川水防倉庫 19.83 2001 木造 963-1 

新穂 新穂水防資材庫・水道倉庫 187.92 1989 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 972-1 

新穂 車庫・書庫 282.52 1996 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 972-2 

畑野 畑野水防倉庫 16.47 1985 木造 966-1 

小木 宿根木消防ポンプ小屋 12.42 1998 木造 1355-1 

小木 小木内ノ澗倉庫 73 1990 木造 971-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床面
積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

小木 小木内ノ澗倉庫 73 1990 木造 971-2 

小木 小木内ノ澗倉庫 70 1992 木造 971-3 

小木 松くい虫地上散布機格納庫  40 1993 木造 953-1 

小木 旧小木中学校スクールバス車庫 40 2003 木造 956-1 

羽茂 防災倉庫（南佐渡） 19.83 2005 木造 977-1 

赤泊 赤泊保育園車庫 208.68 1995 木造 951-1 

公衆便所 

両津 願公衆便所 5.94 1987 木造 985-1 

両津 清水平園地トイレ 8.274 2004 木造 988-1 

両津 大野亀公衆便所 21.61 1988 木造 1006-1 

両津 椎崎公衆トイレ 24.84 1982 木造 1007-1 

両津 両津大川津神島公園便所 10 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1008-1 

両津 野浦公衆便所 16.8 1996 木造 1017-1 

両津 旧北小浦分校 トイレ 10 1993 木造 1185-0 

相川 岩谷口公衆トイレ 28.8 1993 木造 997-1 

相川 岩谷口公衆トイレ東屋 7 1994 木造 997-2 

相川 江戸沢公衆トイレ 17.64 1992 木造 998-1 

相川 長手岬公衆トイレ 25.6 1992 木造 1001-1 

相川 入崎公衆トイレ 44.08 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1002-1 

相川 平根崎公衆トイレ 24.42 1990 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1003-1 

相川 千畳敷公衆便所 10.575 1993 木造 1010-1 

相川 大平公衆便所 32.4 1994 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1015-1 

佐和田 オアシスすわの杜 公衆トイレ 42.59 1996 木造 991-1 

金井 黒木御所公衆トイレ 20.48 2001 木造 990-1 

新穂 根本寺観光公衆トイレ 13.96 1970 木造 994-1 

新穂 新穂ダム公園トイレ 27.2 1999 - 1016-1 

畑野 畑野バス待合所 公衆便所 6.37 1984 木造 7-1 

畑野 栗野江公衆便所（こがね荘裏） 51.64 1999 木造 1014-1 

畑野 松ヶ崎海水浴場便所 73.38 2004 鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造 544-1 

畑野 長谷寺公衆便所（第 1駐車場） 19.34 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 1004-1 

真野 妙宣寺公衆便所 34.78 2009 木造 1018-1 

小木 深浦駐車場 公衆トイレ 37.18 2004 木造 983-1 

小木 強清水公衆便所 52.4 2001 木造 982-1 

小木 蓮華峰寺公衆トイレ 25.66 1995 木造 993-1 

羽茂 佐渡一ノ宮公衆便所 8.8 1997 木造 989-1 

駐車場等 金井 吉井バス停留所駐輪場 7.85 2000 軽量鉄骨造 1047-1 

宿泊施設 

両津 ドンデン山荘 609.86 2003 木造 1062-1 

新穂 トキ交流会館  3770.09 1976 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1049-1 

新穂 トキ交流会館 倉庫 7.5 1976 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1049-2 

新穂 トキ交流会館 事務所件居室 85.52 1976 木造 1049-3 

新穂 トキ交流会館 離れ屋Ａ 21.51 1976 木造 1049-4 

新穂 トキ交流会館 離れ屋Ｂ 9.91 1976 木造 1049-5 

新穂 トキ交流会館 離れ屋Ｃ 12.41 1976 木造 1049-6 

新穂 トキ交流会館 便所 3.64 1976 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ造 1049-7 

新穂 トキ交流会館 拝殿 15.68 1976 木造 1049-8 

赤泊 赤泊農林漁業体験宿泊施設｢サンライズ城が浜｣ 1,517.97 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1061-1 

赤泊 
赤泊農林漁業体験宿泊施設｢サンライ
ズ城が浜｣（増築分） 

207.69 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1061-3 

赤泊 
赤泊農林漁業体験宿泊施設｢サンライ
ズ城が浜｣ 赤泊漁業体験準備施設 

60.1 2001 木造 1061-4 

赤泊 赤泊自然休養村管理センター 1037 1975 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1060-1 

バス待合
所 

相川 相川バス停風防施設 30.24 2012 木造 1334-1 

新穂 新穂バス待合所 22.77 1992 木造 14-1 

畑野 坊ヶ浦バス待合所 2.55 1981 木造 15-1 

真野 新町バス待合所 55.77 1996 木造 13-1 

羽茂 羽茂体育館前バス待合所 6.62 1991 木造 8-1 

羽茂 羽茂本郷停留所バス待合所(羽茂商工会前) 6.3 1988 木造 9-1 

羽茂 村山バス待合所 4.5 1998 軽量鉄骨造 11-1 

羽茂 大橋停留所バス待合所・公衆トイレ 16.56 1979 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 12-1 

羽茂 佐渡一ノ宮バス待合所 7.64 1995 木造 10-1 

赤泊 荒町バス待合所 5.4 1975 木造 1398-1 

赤泊 埠頭入り口バス待合所（赤泊） 6.48 1975 木造 1399-1 

その他の

施設 

相川 旧鉱山住宅（左門町） 69.35 2011 木造 165-1 

相川 旧鉱山住宅（新五郎町２・３号） 74.52 2011 木造 1298-1 

金井 交流センター白雲台 185.91 2009 木造 1237-1 

新穂 トキふれあいプラザ 管理棟 178 2011 木造 1407-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床面
積（㎡） 

設置
年度 

構造 管理番号 

新穂 トキふれあいプラザ ケージ 550 2012 鉄骨造 1407-2 

新穂 トキふれあいプラザ 体験学習棟 147.1 2011 木造 1407-3 

畑野 教育の森 炭焼き小屋 39.7 2005 木造 1370-1 

真野 旧西三川小学校笹川分校 校舎 189 1962 木造 669-1 

真野 旧西三川小学校笹川分校 体育館 106 1962 木造 669-2 

小木 都市との交流施設 矢島体験交流館 250 1996 木造 1056-1 

 

別表 13 上水道施設 
財産分類

（小） 

財産分類

（細） 
地域 施設名称 

棟延床 

面積（㎡） 

設置 

年度 
構造 管理番号 

上水道等 

上水道 

両津 白瀬配水池 20.9 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 227-1 

両津 上野配水池 31.96 1954 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 236-1 

両津 春日調整池（4 号井） 24.2 1968 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 237-1 

両津 椎泊調整池 7.8 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 238-1 

両津 原黒浄水場 126 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 239-1 

両津 吉井浄水場 50 1988 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 240-1 

両津 両尾調整池 8.9 2005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 241-1 

両津 北河内調整池 7.8 1988 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 242-1 

両津 中江調整池（8 号井） 23.5 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 243-1 

両津 歌代浄水場 189 2001 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 244-0 

両津 久知川浄水場 374 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 245-1 

相川 小川浄水場 88 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 233-1 

相川 七浦浄水場 36.01 1969 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 234-1 

相川 右沢原水調整池 177.13 1956 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 235-1 

相川 相川浄水場 1758 2011 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1293-0 

佐和田 佐和田浄水場 202.18 1964 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 231-1 

佐和田 二宮浄水場 119.77 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 257-1 

金井 柱山浄水場 258.75 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 228-1 

金井 丸ツブリ浄水場 253.52 1960 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 229-1 

金井 丸ツブリ浄水場（大和田第 4配水池） 65.9 1960 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 230-1 

金井 安養寺浄水場 94.2 1960 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 255-1 

新穂 新穂浄水場 56.96 1961 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 267-1 

畑野 小倉浄水場 98 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 286-0 

畑野 畑野浄水場 229.8 1978 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 289-0 

畑野 坊ヶ浦配水池 191.44 2001 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 290-0 

畑野 宮ノ河内浄水場 478.23 1996 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 292-0 

真野 真野浄水場 75 1973 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 232-1 

簡易水道 

両津 岩首浄水場 19.3 1999 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 254-1 

両津 歌見浄水場 19.7 1999 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 293-0 

両津 浦川浄水場 6.6 1996 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 294-0 

両津 柿野浦浄水場 3 1961 木造 295-0 

両津 片野尾浄水場 2.1 1999 木造 296-0 

両津 北小浦浄水場 3.2 1996 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 297-0 

両津 黒姫浄水場 19.2 1999 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 298-0 

両津 水津浄水場 57 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 299-0 

両津 月布施浄水場 12 1994 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 300-0 

両津 つぼね浄水場 20 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 301-0 

両津 野浦浄水場 3.2 1997 木造 302-0 

両津 平松浄水場 5.7 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 303-0 

両津 前浜浄水場（赤玉） 3.8 1998 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 304-0 

両津 前浜浄水場（東立島） 14 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 305-0 

両津 真更川浄水場 10.6 1998 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 306-0 

両津 見立浄水場 3.2 1966 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 307-0 

両津 虫崎浄水場 3.2 2001 木造 308-0 

両津 藻浦浄水場 3.2 2004 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 309-0 

両津 両津大川浄水場 208.4 2001 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 310-0 

両津 両津北部浄水場 19.7 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 311-0 

両津 鷲崎浄水場 20.6 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 312-0 

相川 小野見浄水場 43.36 2002 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 279-0 

相川 片辺浄水場 161.55 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 280-0 

相川 北立島浄水場 90.4 1996 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 281-0 

相川 北部配水池 63.6 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 282-0 

相川 達者浄水場 156 1996 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 283-0 
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相川 禿の高配水池 13.25 1984 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 284-0 

相川 石花浄水場 52.8 2008 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1336-0 

相川 石花配水池 49.2 2006 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1337-0 

相川 矢柄ポンプ場 22.4 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1338-0 

佐和田 沢根送水ポンプ場 65.43 1977 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 256-0 

畑野 多田浄水場 140.98 1965 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 285-0 

畑野 第 1加圧ポンプ場 61.6 2005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 287-0 

畑野 第 2加圧ポンプ場 63.14 2005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 288-0 

畑野 丸山・浜河内浄水場 103.32 1999 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 291-0 

真野 静山笹川第一配水池 9.6 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 246-1 

真野 真野南部第 1浄水場 南部操作室（椿尾・高崎） 58.8 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 247-1 

真野 真野南部第 2浄水場 39.76 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 248-1 

真野 静平配水池 13.05 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 269-1 

真野 高崎調整池 3.08 1976 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 270-1 

真野 真野西三川浄水場 西三川操作室 68 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 271-1 

真野 真野南部簡易水道旧第１号井戸 4.62 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1427-1 

真野 笹川地区営農飲雑用水施設 水源 18.36 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1428-1 

真野 笹川地区営農飲雑用水施設 加圧ポンプ室 9.36 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1429-1 

真野 笹川地区営農飲雑用水施設 第二配水池 15.64 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1430-1 

真野 東部浄水場 東部操作室（豊田） 90 1979 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1431-1 

小木 小木町配水池 管理棟 80 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 258-1 

小木 沢崎配水池 既設上屋 7 1976 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 259-1 

小木 沢崎配水池 増設上屋 15 1992 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 259-2 

小木 宿根木配水池 管理棟 19 1988 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 260-1 

小木 新小木町配水池 管理棟 53 1994 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 261-1 

小木 外岬第１配水池 管理棟 103 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 262-1 

小木 外岬第１配水池 資材倉庫 6 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 262-2 

小木 外岬第１配水池 水位計室 4 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 262-3 

小木 外岬第１配水池 送水ポンプ室 24 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 262-4 

小木 第 1配水池 管理棟 11 1985 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 263-1 

小木 第 2配水池 上屋 7 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 264-1 

小木 第 2配水池 管理棟 27 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 264-2 

小木 深浦配水池 上屋 8 2006 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 265-1 

小木 元小木配水池 加圧ポンプ室 20 1976 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 266-1 

小木 沢崎水源 上屋 4 1991 ｽﾃﾝﾚｽ造 1426-1 

小木 ６号井管理棟 38 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1432-1 

小木 ５号井管理棟 5 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1433-1 

小木 ３号井管理棟 12 1964 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1434-1 

小木 小木町１号起動盤室 5 1966 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1435-1 

小木 加圧ポンプ予備動力室 12 1966 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1436-1 

小木 送水タンク室 12 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1437-1 

小木 小木町加圧タンク室 15 1974 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1438-1 

小木 小比叡配水池管理棟 管理棟 104 1991 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1439-1 

小木 小比叡低区減圧槽上屋 6 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1440-1 

小木 加圧ポンプ室及び滅菌室 13 1968 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1441-1 

小木 取送水及び除鉄室 6 1968 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1442-1 

小木 宿根木第２水源 上屋 4 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1443-1 

小木 定住団地加圧タンク室 23 1998 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1444-1 

小木 滅菌及び起動盤室 11 1973 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1445-1 

小木 送水ポンプ室 4 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1446-1 

小木 外岬第１水源 上屋 3 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1447-1 

小木 大浦加圧ポンプ室 5 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1448-1 

小木 井坪加圧ポンプ室 8 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1449-1 

小木 井坪高区配水池 上屋 4 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1450-1 

小木 外岬第２水源 上屋 5 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1451-1 

小木 外岬第２水源 発電機室 15 1981 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1452-1 

小木 海岸通り倉庫 51 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1453-1 

小木 学校町書庫 12 1976 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1454-1 

小木 元小木水源 起動盤室 5 1975 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1455-1 

小木 第３配水池 管理棟 11 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1456-1 

小木 上野送水ポンプ 管理棟 19 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1457-1 

羽茂 大滝浄水場 86.532 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 249-1 

羽茂 大滝高区配水池 34 1988 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 250-1 

羽茂 小泊配水池・村山上山田配水池 38.1 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 251-1 
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財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置 
年度 

構造 管理番号 

羽茂 三瀬高区配水池 22.36 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 252-1 

羽茂 本郷浄水場・配水池 1,816.833 1969 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 253-1 

羽茂 大滝低区配水池 35.51 1987 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1284-0 

赤泊 大杉浄水場 30.25 1975 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 272-0 

赤泊 川茂浄水場 107.69 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 273-0 

赤泊 腰細浄水場 87.95 1989 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 274-0 

赤泊 第 1（浦津）配水池 9.36 1960 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 275-0 

赤泊 第 3（山田）配水池 15.25 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 276-0 

赤泊 峰山浄水場 22.55 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 277-0 

赤泊 南新保配水池 3.68 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 313-0 

赤泊 柳沢配水池 4.5 1980 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 314-0 

赤泊 杉野浦配水池 4.49 1971 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 315-0 

赤泊 新谷配水池 15 2006 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 316-0 

 

別表 14 下水道施設 
財産分類
（小） 

財産分類
（細） 

地域 施設名称 
棟延床 
面積（㎡） 

設置 
年度 

構造 管理番号 

下水道等 

公共 
下水道 

両津 両津浄化センター 管理汚泥棟 1825.5 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 317-1 

両津 両津浄化センター 前処理滅菌棟 461.48 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 317-2 

両津 両津浄化センター 水処理階段室棟 20.72 2000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 317-3 

両津 舟場町汚水中継ポンプ場 445.55 2001 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 318-1 

両津 湊汚水中継ポンプ場 397.38 2004 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 319-1 

佐和田 国府川浄化センター 管理機械棟 1590 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1410-1 

佐和田 国府川浄化センター 沈砂池・汚泥棟 2998 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1410-2 

佐和田 国府川浄化センター 塩素混和池棟 352 1993 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1410-3 

佐和田 国府川浄化センター 熱交換器棟 643 1996 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1410-4 

佐和田 八幡ポンプ場 323 2007 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1412-1 

佐和田 長木ポンプ場 356 2008 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1413-1 

金井 中興ポンプ場 318 2007 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1414-1 

金井 千種ポンプ場  79 2008 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1415-1 

真野 四日町ポンプ場 426 1994 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1411-1 

真野 長石ポンプ場 316 2007 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1416-1 

特定環境
保全公共

下水道 

相川 相川浄化センター 管理汚泥棟 1,728.11 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 321-1 

相川 相川浄化センター 水処理施設 1,446.82 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 321-2 

小木 小木浄化センター 管理汚泥棟 821.86 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 322-1 

小木 
小木浄化センター オキシデーションディ
ッチローター室棟 

64.5 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 322-2 

小木 小木浄化センター 最終沈殿池階段室棟 19.32 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 322-3 

小木 小木浄化センター 塩素混和池滅菌室棟 18.57 1997 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 322-4 

羽茂 羽茂浄化センター 管理棟 563.58 2005 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 323-1 

赤泊 赤泊浄化センター 管理機械棟 492.75 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 320-1 

赤泊 赤泊浄化センター オキシデーションディッチ上屋 104.46 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 320-2 

赤泊 赤泊浄化センター 最終沈殿池階段室・ポンプ室 126.29 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 320-3 
農業集落
排水施設 

赤泊 川茂地区農業集落排水施設 川茂浄化センター 118.09 2007 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 324-1 

漁業集落

排水施設 

相川 
姫津・達者地区漁業集落排水処理施
設 姫津・達者浄化センター 

1,014.98 1998 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 325-1 

畑野 松ヶ崎浄化センター 管理棟 27 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 330-1 

畑野 松ヶ崎浄化センター 処理棟 281.34 1983 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 330-2 

畑野 浦ノ川内中継ポンプ場 8.12 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1408-1 

畑野 多田中継ポンプ場 7.56 1986 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 1409-1 

小木 
江積・田野浦地区漁業集落排水処理
施設 江積・田野浦浄化センター 

107.64 2008 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 326-1 

小木 
沢崎地区漁業集落排水処理施設 沢
崎浄化センター 

70.66 2007 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 327-1 

羽茂 
亀脇地区漁業集落排水処理施設 亀
脇浄化センター 

26.9 2003 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 329-1 

簡易排水
施設 

両津 福浦公園生活排水浄化施設 60 1995 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 331-1 

両津 湊排水機場（浄化施設） 管理棟 86.53 1982 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 332-1 

 


